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，洋文丸（東洋商船）
年昭和24

106.00m

15.50m

8月22日竣工

深

總頓數

､川南香焼島造船所建造
8.40,m

速力14.978kn
3,700T 機關(タービン)2;400HP

長
幅

●
『

、

f

洞 北丸（日本郵船）

、川南香焼島造船所建造
7．50rn 速力腿14
2,882.39T機關(タービン）

‘昭和23年8月16日竣工
98．00m 深
14.30m 總噸数

509kn
2,000HP

長
幅 ’

第3次D型頑壽丸(蕊藤醤）
昭和24年7月2日竣工日本鋼管清水造船所建造
長．88.00m総噸數2,3766T
幅13．80m速力13925kn
深6.90m機關(レシプロ)18)3HP
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■
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郷次D型乾昌
昭和24年8月8日竣工
00m深

50,m 總噸数

丸（乾汽船・船舶公團）
三井玉野迅船所建造

7.00m 速力12.9kn
2，400T機關（しシプロ)1,400HP

1

長（'Ⅲ線間）88

幅 13

｜弓｡奉熱船)”)､
昭和24年7月竣工

日本鋼管露見造船所建造

、長108.0m

1幅、15.5m

，深8｡0m

・総噸數3,700T

速力14.5kn

重鮒《ゞ捌,,”

」

日見丸

昭和22年12月29日完成

深・7．20m

總噸数2，22946

､（禰洋汽船）

名村造船所建造
‘速力

T機鯛(三聯威曇鑑nl.000.IJP
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新しい10,0”匪級客船
1等休憩室

請書室及び最新式の設備を
＆つ調理場．

､

I
要 目表

歴線間長さ 142.0m

全長 148.5,m

19｡2m
幅

吃水（載荷状態）． 6.6m

排水量（〃） 12,000T

推進器 2ケ・

速力（巡抗） 21fn

機開(Ful2erヂーゼﾙ)12,2001.H.P(巡航）
速力（試蓮縛時） 22．6kn

發電機（382個電動機5,100燈用）
……225KW×5

乘員船員 198名

1等船客 150名

2零船客 80名

3等紹客 270名

’

’

、

。
一
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我國て初めて試作され試験されたガスタービン

1

このガスタービンは戦時中高速

魚雷艇用として試作し、戦後鐵道
技術研究所の手に移り整備の上目
下試蓮韓中のもので、毎分5500回
鱒の時タービン總出力5600HP,そ
の中空氣座縮機駆動に3400HPを

要し,有効出力は2200HPである｡

構造の概要篇眞上段に示す様
に室氣入口管①を通って吸入され
た大氣の筌氣が室氣墜縮器②に入
りここで墜力3氣腫迄煙縮され燃
焼器③(二台あり6内一合は軸に
對L對稀の位置にあり．）え入る。
との燃焼器に取付けられた6個の

口

！

～

ー ﾏ bL
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ー 、

、

のである。燃焼器よりの燃焼カス

は燃焼カス入口⑩（左右2個)より
■、

カスタービンに入り、4段のカス

クービン翼車⑪を駆動してカス出

口⑫より大壼に排出される｡軸右
端には注油ポンプ駆動歯車⑬があ

り、軸受⑭⑮を備えて居る。

筌氣座縮畿とガスクービンとは

嘉眞下段に示す様に軸接手⑯によ
って連結されて居る。⑰⑬⑲は何

れも軸受であるわ

‐燃焼室は略圖に示す様な祷造で

ある。別に備えた噴射ポンプの14

個の吐出口より吐出きれた燃料油

を一本の管に集め燃焼器内にこれ

を通して燃料を豫熱し(180°C程
度）それを分配筐要り6個の噴油
孔に導く。噴油孔(A)はヘツセル
マン型噴孔(0.5"”働),2個を有し、

ゆ

要目

・全長4452mm

全一幅.2020xnm

・全高1580mm

全重量7760kg

燃料消斐率450gr/hp･hr
司

室氣鴎宿機（軸流）

段数‘20段（案内翼は22列）

翼車外径一750～641飛加

翼の長さ、150～56加加

翼の材質13ク揮一ム鋼（型鍛造）

送風壁22kg/sec.

座 力比3/1

タービン

段数4段(10％反動を有する極勵翼）

翼車ピッチ圓直繩594～606"i7"

翼長さ‘ 133～'159m"‘

翼數各段112枚′

翼材質1,2段はイー301,3,4段はイー302
，

効 ・率，一一

全熱効率 13①8％

油
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℃

起動は別に設けた起動用モータ
ーに依つ-C行う。モーターでター
ビン及び座縮機を低回聴させ、黙
火用輕油バーナーにより輕油を噴
射して手動マグネットに依り鮎火
する。回聴が1000回韓位になった
時6個の噴油孔より重油を噴射し
て重油に初換えるh

中J■

出力の増減は燃料ポンプの燃料
吐出鐙を加減して行い、室氣量は
燃焼室直前の筌氣制禦板(F)で藷
節する"b
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＄
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第3岡
策2臘I

の特長

蒸氣の凝結が少く、叉ポペツト弁惇カムで迅速
に開閉されるので、絞りによる損失も少い。

（6）高唾低唾氣筒間に蒸氣溜がないから、これの

損失がない。 β

(7)ダﾗﾝｸは90度宛になって帳から､釣合が

'髻磯駕鰯宅縫'ﾗﾝｸ"側何瀧
(8)鱗造が簡箪であるため､故障少く、叉取扱修
理が容易である。

本溌關
／

(1)ポペツト弁であるため、滑弁の様に潤滑の必

要がないから、高温過熱蒸氣の使用に適し、熱

効率がよいっ

(2)滑り部分が少いから､潤滑油溌斐量が少い。
(3)動弁に要する力が､滑奔式に比し僅少で､機“
械的損失が少い。

(4)前後進は手動把手にエリ容易に行われ、逆鱒
機關を必要としない。

(5)蒸氣の吸入及排出が別為の弁卜で行われるから

』

１
’ I
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節1"_LES9型1,600H.P.

（和洋丸2,750Tに塔

載せるもの）

第2圖全饅組立圖・・

第3圖

i碧撒軌《猟第5第

第6圖ｶﾑ､,(3)は弁である｡

第4岡カム駆動並に操縦装置

’ 1

節4岡 １
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・コルト式噴孔進推器

螺旋推進器の推進性能向上の手段としてコルト式でありデ従ってこの唾の船の燃料費節約に大なる貢
噴孔推進器が發明されたのは1930年であるがその後献をする｡低速時にこの効果は大で推力の増加は繋
僅か10年にして1940年には本形式の推進器を採用し船時60％、曳航時30％にも達する。コルト噴孔装備
た船は800隻以上になって居る｡による抵抗の鋤ﾛはこの推力の増加に比べて僅かで
この推進方法は曳船やト陣一ル漁錯等が船や網をあり、装備費も一年後には燃料費の節約で償却し得

曳いて居る時の索引力を増大させるのに非常に有効る程度である｡(本説月號24頁参照〕
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の

15米内火艇

建造'所

横濱ヨット製作所
．、

南國特殊造船所

隅田川造船所

船名

やまかぜ

そよかぜ

さわかぜ

計画要目表

議這(被綾外）約‘20米
約15.00米

深さ（中央に於て龍骨翼板下謀より上甲板

舷側線迄）約，2:00米

排水量（糊§状態）約13.500延

平均吃水(‐〃）約0.550米

主機械型式及數GRAYMARINE.

.DIESEL2基、

β、;(定格闘力）2×165馬力、
速力（常備状態,定格出力にて）15節以上；
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－－船.の科學一

ノ

昭和24年度新造船計書と之に絡まる諸問題
（－）本'年度新造船計霊の推移

7.計霊造船一儲言ツ

嘗ては七洋に頚を唱え，世界の各

國え或いはライナーとして，或いは

トランパーとして雄飛して來た我が

國海運は無反省非計霊的な戦箏のた

めに無惨な霊威え追い込まれて了い
ノ

駕揃560萬總屯の商船隊を誇ったの
も昔の夢となり，終戦に依り秘密の

ヴェールを脱ぎ捨てた海運の示した

査態は資にその七割を占める戦時漂

準船を主鎧とし，之に諾齢十数年の

老朽船を配した僅かに136萬總屯の
商船隊でしかなかった。この丙，外

航就航可能船は昭和24年5月現在

で僅かに61隻約32萬總屯であり

しかもその丙47隻約32蔑總屯は

戦時際準船であって，太平洋繊勤可
能船は僅かに氷川丸,有馬山丸,高
榮丸の3隻に過ぎないのである。こ

の衰微した我力封饒璽を再建する方策
抵新造艦，外國船職入,鰄普狐､ず
ｵi功鼻に依る船腹識充以外にはないの
である。

勿論艘腹搬充は鍵する荷物あ
って,鑑め-亡考吏得るものであって
荷動きの適確な見透しがなくては輕
餐し｡く行うべきものではないが,.若
し箕易に依る交流物資及び國丙相互
交流吻黄に基づく職邊の見蓬しを得
ることが出來た場合は鱸畷すること

なく船腹砿充に乘出すべきであって
この場合新通皆，外國綱騨入，怖船
のい-ずれを探溌かについてぽ目先の

利害に迷わされることなく海;璽難
の懲阻性にふさわしい遠望を利かさ

ねばならぬ。我が風經濟の諸事勝を

グ露皇しながらこの問題を考究するに
』’

G U

ケク

ー。

写

一

米

／

外國船購入ほこの際船腹競売とじて

は最も手取り早い方法であるが，慢

性的輸入超過に悩む我が國としては

外國船購入の爲にﾀk貨を使用するこ
と等は到底考えられぬ問題であり，

且我が國造船界の能力過剰，仕事不

足を直覗ずれぼ外醐皆購入がナンセ

ンスであることが了解されるQであ

る。次に考えられる‘脇皆は過剰船員

'を擁する我が國としては非常に望ま
しいことであって，之に依り或いは

國丙織邊を確保し,･或L,は外貨瑛得

に貢献することは大いた有利なこと

であるが,各航路及び使用目的にマ

ッチした型の船が得雄く，且使用に

‘I伽ない等の峡黙があって，之りゑ

で進むことは不可能である。之に反

して國丙で造船するときはその利益
はた堂に海運界のみにと壁まらず，

海運業と表裏の關係にある造艦所を

始めとし總勢務者数100蔑人に達す

ると罐せられる關速二塵を潤すこと
にもな,り，他日海運日本を世界に輝

かす篤の塞楚ともなるのである。

元来造織ま海運事業の第一歩造な
すものであって，豊鎚勝技術の良悪，

建造船償の高低はその船を以てする

海運事業の將來を左右する重大要素
である。然るが故にその建造に當っ

てﾙま諸々の事情を綜合研究して最も

將來性ある船種，船型船を最も安侭

に最も完全に製造する篤の調整をし

なければならぬ。維戦後海運關係者

が先ず収り上げた問題は現存の艦舶

を出来るだけ少い修理に依り稼動可

能のものにすることであづたのは當

時の事備よりして當然の成行であっ

たが，同時に数年後を考慮し得なか

－18/－
~

伊

田 博'－

つたこと力§大きな誤りであったので
あって，今日敦E等の劣悪謡を抱え
た海運從頚者が四苦八苦しているの
ほ蜜にその端を此虚に發しているの
である。維戦後四年にして現われた〃
この現象は劣悪謡の非諺挙性に韮因
ずる高運賃の爲鱗蘆との競争に勝
ち得たという，亀揃海上嚥会趣受が
陸上癖塁趣壹に比じて格安であった
ことを知るものにとって寧ろ奇異の●可

感さえ受ける悲劇を招来したのであ
って，國丙荷動きの減少の爲の滞贈
と共に看過じ得ない重大問題となっ
ているの蚕ある。之は偏に戦時中成
行きに引きづられて無暴な計謹造賠

態鳶驚:忌薑雪鑿襄
験から戦後の造船は維鞠群建造中で

あった所謂識行船を除いてすべで政
府の案に依る計謹豈§畦して行なわ
れたが，かくの如き数次の失策の後
を受けて十二分の検討を行いつ上計
謹されたものであるにもか上わらず
既にD,@F型船過剰の驍を聞くよう
な結果となったのであった。

以上の諸問題を解決し，再び失策
を繰り返さぬよう造船計喪は極めて
悩重に行なわねばならぬ5昭和24年＄
度遥蹄諦謹ほか上る見地から始めら
れたのであって，我が國海運建てな
おしのキーポfン卜邸穂すべき意
義を有するのであるも．

2･海運の要請からの造船計霊
一・(第一段階）・

昭和24年度造船計霊はその端を
遠く昭和23年5月に發表した經濟
復興計磯--.次試案に發している。

〆

6

ー
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． －造船計壷一
〆

國丙のあらゆる分野を總動員して策言躍中昭和年24度起工計謹は20萬る5ケ年間に155萬總屯起工計謹を

定された本計喪は昭和23年度を初總屯と駈っているのである。その後内容とするものであって，昭和24年

年度とし,昭和27年度を第5年度とこれを基礎として經濟復興計謹海運度造船言鶴は第二表に示すように偶

する計謹であったが，之は鋼材生産小委員會は，荷動きかち必要船腹量然第一次試案の場合と－致して20萬

及び総入言溌中，造船向鋼材配當計を見透し，之に諸費材生産計謹を勘總屯となつでいる。昭和24年度は
霊に從って蝿吻船新造計譲を策定し案して造船計憲を策定し，昭和23年この第一次改訂案を原案として開始

たものであって，之によれば第一表10月末第一次改訂案を發表したが之されたのであって20萬總屯の船鐵普

に示寸糠に5ケ年間96萬總屯建造は昭和24年度より昭和28年度に至型別内課は第三表のとおりで塗る。
第一表經濟復興計鐙第一次試案中商船隊起工計謹

'231241251261271計鹿．（昭和〕年

第二表海運復興計舞莱一次改訂案中商船隊起工計謹
夕

、

年 度（昭和〕

諜遁鋼々材生産計識〔恥位茂屯）

造船向鋼材配営計鐙〔駅位鮒屯〕

海迩要諦よ､ﾛの商船除起工計鐙〔駆位鯨總屯）

同上計礎を途行する鰯に要する鋼材鯉(準位漉屯）

|2:12512612712S

l傭
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日
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０
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１
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１
１
Ⅱ
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Ｉ
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１
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１
０
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第三表海運復興計幾第一次改訂案中昭和24年度商船隊起工計鐙〔軍位G.T.(.)内は隻般〕

合計’
100~

.1,00J

一
卜
叩

10,000~
以上 ’

’2)000～4,000～､6,000~
4,000．、6,000IR,000

1,00
2，0

8,000～
10,000

船型

|船穂

膿蝿
油撒船|（2）1，600

計|(57)16,000 ’
』

一一

第四表昭和24年度建造希望申込船 ､し外國航路に於いては貿易物蚕の

大約･50影を邦船で私販り，最低一

億弗の外貨建運賃繩佼入を確保して
國際收支のバランスに麦する爲の手
段として極めて安當なものである。

勿論商船隊建造計謹は蓋』才的には礎

く船舶造修昏髄の一分野として眺め

なければならないのであって，年度

丙に必要不可縦の修繕を行ない，漁
船,,艀等の老朽代船，各官腫船建造
木鍬遥修等琵完途した上に行なわね
ばならないのである。之が篇に上記

ノ

原案では|唱和24年度にほ鋼測･24蔑
屯と之に見合う諸査材を墓するので

ある。

かくの如く昭和

24年度造船計避‘

原案は礎く我が函

經濟の一環として

5ケ年間の初年度

に海運篭凱勝のある

べき姿を描富した

ものである篤腿め

て腿硬的と整然と
したものであって

維局D目標たる昭

和28年度に於い

て園内航路に於い

ては過不足なく

100％邦船を充當

船謹|油幡船
’

I貨秘船
､分類別

認｡ ｜］''’駁 65
沙

〃
ｕ
Ｏ
Ｏ
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6,000G.T.以上

5,000G.T.以上

3,500G.T・以上

デイーゼル

ター,ピン

AB

~,AB叉はロイド

戸イリザダ

總屯敷 別

｜
a

"

I

3
|義"郷‘’ b

’外風船級別
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74．6

－19－
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●

造船1句鋼材駝常計識〔単位蕊屯）

商船隊建造起工計謹〔単位疎認屯〕
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－船の科學一
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次蛎の成行が之である｡第二次'弓三部には折角建造許可を鶴てぃなが
始まった昭和23年度造艦計斑は第ら未だに建造出来ない犠牲者が現わ，
四次に至り15．8蔑總屯となったがれたのを始迩として，新規事業は断
昭和23年度には15蔑總屯の制浪が造,改造沈船引揚修理等その種類
あるとの理由に依り第四麹皆中D型を問わず一切公璽蒋装としては行な
船2隻F型譜5隻,合計7鐸,000い得なi,こと皇なって了った｡同じ
總屯分だけは連合軍總司令部から建思想ば船舶運醤曾穰算にも現われた
蓬不許可となって乏が許可を昭和24のであってその溌算中刻職使用料は
年度に持越されたのであった。 殆んど繼識蕊業分のみにLか認めら

れず,従って折坤"業については{陵4.賓金からの造船計謹
令新造されても錘杭出来ないことに－(第三段階）
なったのである。かくて海運造艦界

費金よりする計遜は更に悲惨なも．は－痔昭和24年度遥譜計遜逢庁不
のであった｡査材が一・段落ついた2能との縦得たのであるが,おたが
月頃より黄金問題が大きく浮び上つもよし,對日穫助見返演金の一部が
て来た｡迩獄省としてば先に述べだ産業設備黄金として使用し得る途ｶｪ
主として資材の制約に依る’5.4萬明らかになり，之と殆んど吟を同じ
認屯趣識全麺嘩回饒些下,<して連合軍綱調延‘5螺:蔓
或いは搬主決定方法を立案毒講し，、林船種，船型，機關，速力等に全
或いは迩絡遥錨所の審査を行ない，：く無制限な場合を假定して昭和24
年庭切を控えて活溌な動きを示して年度､35薦識屯建造計鍛を策定して
いたのであるが,昭和24年度溌算見よとの謹問があり，海迩遥鵬界ほ
の審謝§進行するにつれて昭和23．この朗報に湧き立ったのであった。
､年'2月に發表された經濟九原則の養材も叉先に決定した年度計謎に拘
眞意と，ドッヂ公使の意向が次第にわらず番四皇膿期毎の配當は造艦部門
朗らかとなり，昭和24年度錘皆計に大量晴加割當を受け，35蔑總屯
謹の奮施は非常に困卿観されるに至建造叉不可能でまいどの感を得たの
った。 であった。

昭和24年4月昭和24年度諜算之“遥譜奇鴎は－た蹴災をし造
が成立しだが従来産業蚕金供給の大制婦喪を將來賀易外收入としてﾀ礎
宗であった復興金融金庫ほ貸出郵務礎得に貢献し得る外航適船の欺の建
を完全に停止し，船舶共有機鮒とし遥計蜜に鍵更し，官業界-一致協力し
て復興金融金庫からの借入金によ・りて對日援助見返り資金から海運設備
職慨の大半を負推していた織脚公幽賓金を嘘得する篤に努力したのであ
は金融機調から資金借入れを禁止さった。しかるに見返蚕金の運用開姶
沁政府からの直接出資により事業ほ意外に手間坂り，就中その融蚕嫌
を行うこととなり，昭和24年度事件,即ち金利と融資期間が決定しな
業としては昭和23年度からの繼綴い爲に識蠕溌も一向に發展しない
酬業にの鞠鰯fの繰入れがあり，新礎に推移して来た。しかるに5月函
規班業分識算は完全にきられたのでより他の一部産業にはこの見返資金
あった。この潟先に昭和23年度計から融資されることを前提とずるつ
懇から除外された第四次船の残りのなぎ剛魔力§行なわれるようになり，
7隻8,000總屯については船舶公團且見返資金力箔企業の個別寒査に依
出蚕が不可能となり，船主の金頻自，って融資されることが明ら･かにされ
己調達なくしては建;餌く能となり，たので,船主と造船所の組合せさえ

－20．－

かくて昭和24年曙蟄招計謹は計

豊の本然の姿から滑り出した。しか

るに我が廟悪亙齊の複雑さ.は決してこ

の計謹をその朧の菱では受け入れて

呉れなかったのであった。

3.査材からの造船計霊

一一(第二段階）

先に述べたように商船隊20漉總

屯建造の爲には蜜に24萬屯の鋼材

と之に見合う諸費材を必要とする。

しかる』こかくも大量の蚕材を造錯用

に注ぎ込むことは我が函の諸費材生

雷咲況からして不可能と考えられる
．巻きもあった｡錘燕省どしては昭和

も

23年10月原案作製以後累次の椎討

の結果12月末同じ鋼材24萬屯の

賓材ベーースで商艦隊に垂鮎を霞き，

，第三菱晨の内容に更に’0,000總屯大
型油槽船3隻と3,000總屯中型油槽

船2隻薄加えた23．6萬總屯の言躍
を策定して部外，特に經濟安定本部

ど"f衝に営つたからであった。し

、かるに經濟安定本部の策定する諸資

材藤分年度計謹は容易に定まらず，
昭和24年2月に至り漸く･騨丙的に

決定を見たが造船向貿蕊鋼材.は礎か

に14.5萬屯に抑えられたのであって

拳だけでは如何に商船隊難謹に超重‘口

熱を糧いても僅かに貨物船としては

7,000總屯型,5,000|總屯型,3,000

總屯型。油蝿皆としては’0,000總

屯型’’000総屯型を内容とする'5.4

蔑總屯の商船隊しか建造出来ないこ

と上なり，昭和23年度15蔑總屯起

垂訂謹に催かに匹敵するに過ぎない
ものとなり，かくては海麺復興の遥

．がに整いことはもとより,.造船所現
有努務能力さえ"I職することは困
難であると見られるに至ったのであ
って，物の上に立つ造船計謹ほかく

の如く悲惨であった。

恰もI嚇塊を同じくして繩錨糯i磯

に晴霊を拠子かける問題力握った。

昭和23年度第三次計遜（所謂第四
L
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一遥船計鐙一

とするこ・とは常然であろうが抽裁以

外に方法なしと極論ナる人もある位

上述のことは至難の業に廃する。

遥§蠕畷豊はその過程に於いて非常

に奨形きれて來た°これをこの難波
幻

置して成行き'二任せる､ことは変に危

険である6我登(跨鱈のあるべき姿

を直覗しなけれぽならぬ。諜者は第
．～曇1．

－ざ節に於いて計謹本來のあり方を述

べたが，我々は再び海迩復興長期計

謎に教えを請いに儲らねばならぬ。

か上る長期の見透し作業は海運に於

いては結局長期資金を如何なる船種

船型船に投ずべきかの判籔の"料に

用うべきものであって,-20年，30年

の長期投蚕たる造船にはこの復興計

識で行なった五ケ年間の見遥し期間

すら．も鉦に短かきに失ずる.と言つで

､も過言ではないJこの思想を中核と
しこ一定額の設備費金一定量の査

材に依り建造し得る最良と考えられ

る船種礎幽晋とその数を決定するこ

とは霧議禽の第一蒲手で･なくてはな
らぬ。次に船主の經誉賦態及び融蚕
職､書内容について審議し，特に不
良な船主を適格圏外に落すことは先
に述べたとおりであるが．之に多ぐ
を期待することは出來ないであろう
こ上に於て問題は極めてすっきりと
した姿になる。如何に大きな鋤郷f
でも建遥能力には自ら限度がある。
現在の施識g力及び勢獅昌ﾉJを以て
一定期間内に難塾し得る鯛の数には
限り.がある。昭和25年度遥譜計灘・
がすぐ稜に鎧えていることを考え九
注,一定期間内に竣工しない計識の
船は之を昭荊124年度計w勅§らはずず
事ぼ極めて安徽な考え方であろう。
この場合-掛卵群何れの船主の譜
を優先的に船蕊にのせるか“皆主と
逃船所との話合いで捌合簡躍に解決
出来る問題ではなからうか。各騨噌
それぞれの形態を示して來だが窪註
逓が受註能力を超える現盗の段階に

‘〔29頁につ登り

のような姿で現われで來たことlご對
してそぞろ感慨深いものがある。

5．第四段階のあるべき姿．
．－(結言）

・著者は今日迄に殆んど各段階に於
いて筆をとり,昭和24年度造給計
喪について説明を加えようとして来
たが,あらゆる段階に於いて希坪
失なわれ,討謹は11ケ月にわたつ
'て難航に難航を亜ねて来たのであっ
た｡著者はそあ度に原稿を破り捨て
上新事態に直面して來たのであって
今こ上に著彌四段階のあるべき姿
も，本原稿が印刷となる頃には「目
先の利かぬ男のたわごと｣になって
1L･､ろに違いないのであうで將來に風
する事頚を書くことは非常に嬬踏す
るのであるが，言罐参加者の意見の

大勢を紹介して参考に供したい。
既に8月10日に申込があったが

今後8月22日には融資確約書その
他が提出され，8月25日運輸次官
を曾長とし，蓮織省海運局長，船舶
局長,經濟安定本部建設交通局長
運輸省海逓局海運調整部長船舶邇
誉曾理事長，船舶公風總裁，復興金
融金庫理事,船主代表4名，鑑硲所
代表4名，計.15名を委員とする新
識閻舶建造審議曾が發足して鐙譜計
避の仕上げをするのである。この際
一總屯でも多く昭和24年度昏闇こ
乘せるよう更に-q段と賓金面,､費材
面及び速合琿總司儲の許可關係に
努ブ］をはらわねばなら”のは勿論で

あるが之と併行してなさねばならぬ
今後に残された問題は如何なる雑準
で以てこの“･5萬總屯の中から本
年産建造分を抽き出すかにあるので

あって，本来ならば申込締切前に明

瞭な誘姦基準を錘表していなけれ感

ならなかったものであるが不珊筵要
素があまりにも多い爲にかく．不手際
なものとなつそ了ったのである。今
後船主の經誉内容を以て識の中核

－21－

出來ていない造船の立場の不利を思

‘い，迩輪省は一翠に結論を出して了

うため6月‘25日一ケ月の期限を切

って昭和24年度新造船建造希望船

主申込要領に從って船主は造船所を

定めて建造申込を行うべき旨新聞礎

･告をしたのであった｡.との申込要領

，の内容の要黙は「1.A型戦標船を屑
･鋤こしてその代船として建造する場

合ぱ船債の．60％，一般の場合は50

．%を見返資金により融資すること。
2.見返資金艸卜の資金は自己調達と
すること。この場合自己調達分につ

、､ては融資確約書を提出すること。
3.3,500總屯以上のﾀ鰄鋤の象建
遥申込をなし得る｡｣である。この間

見返資金については閣議に依り國内

,的には海運設備資金として70憶圓
;力諜定され，之に依れ↓鋪備己申込要

領要卿舘1,.2項に從って建造ずれば

､今4年後資金140億圓となり約25總
屯建造可能であることが判明し，見

返黄金運用手綾も定まり見返資金申
請識齢“走篭って日本銀行が之に
關する賞務を行なうこと上なった。
しかるに融黄條件についてはなかな
か決定を見ない篇に建造申込締切を

競懸患難拠耀
こ.と上なった。輿その後見迄賛金の金
利は大w豊年=剣二厘に,融蜘間ぼ
'5年に決定しそうな様子が見えた力ざ
締切の結果は溌想より意外に多数の
建造申込があり，“こ76隻鍵5,170
總屯に達し，その成行きを注目され
ていた契約船償はその､平J亀箪償が油
‘椛船11隻割増が74,600m/G亟黄
紘諾65隻平均が71,000m/G:亟總
乎均72,400圓"､T.であって，計難
漿定作業のときに常に用いてい尭勤
字，從って司投の溌想していた数学
,と大差ない偵滞であった。之醤種々

の見地から解折して見ると第四表の
ようであって，昭和23年10月に始

まづた造船計謬の結笈の手懸りがこ
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一 船の科學－
″

我國に於ける大型高速貨物船の愛遷に就て～
卜

〆
rq

●

． 1．緒言
グ

1930年大瞬笥船畿内丸の菟鑑に始まり,1941年迄12

年の間に,我國に於て数十隻丘i大型高速貨物船力塞蜂
られ，之等ば主として極東紐育航路に酉闘闇されて，諸外
厩の優秀貨物船をも唾倒して世界に其の名を輝かせた。

之等の諸艦はその諸性能に於ては當時－1蔭世界的に優秀

と認められた高叛貨物船であった。然し無益な戦筆の爲

に措くも大部分は沈んでしまい，現在は僅かに引鰡蔭理

中の川崎汽船の聖川丸と，好運にも生残った三井;醗日の

有馬山丸挽隻を残したに過ぎない有様である。敗戦後
の今日我國力轆の様な高級船を新造することは許されな
、､が，之等の高速貨物船が世界にその優秀さを認められ

た篤か,､最近時々外國からこの種の引合に接するので，

こ上に過去の愛遷の跡をたづね冒亡記憶を新にし，且つ將
來の進歩に備えたいと恩ふ。

高城 清

gervica"eeda=と共にportspeedの増大を期している。
（5）12名迄の1雪船客及び職員鴎員の居住鐘2暦

又は3府の中央部甲板室に集中配澄し,貨物船には稀な
立派な殼術を施している。。 ～

（6）航海計器類も遠洋航路の客船と同穰の完臘一た
設備をもっている。，

第1園lこ高速震物船の概念を示す1例として川崎汽艦
の宏川丸の概略側面岡を振げておく。

以下高速貨物船力苓年度毎にどの様に建造せられたか
を楡討し，識､て各汽船銃t毎にどの様な設計的塗遷の
趣呈をたどったかを調べてみる。

3．大型高速貨物船建造の經過

第2園に1930年から1941年迄の各年度毎に大型高速
貨物船が建造された状況と，併せて船型竝に主要項目の
鍵化の模様をまとめて示して見た。

先づ1930年に大阪商船の畿内丸級4隻が我國最初の
高速貨物船として紐育航路に登場し，綴L,て同年岸本汽・
船の關東丸級2隻が大阪商船の取扱の下に同じく紐育航
路に就航した｡最初は此の様な高速貨物船力遜濟的に操
算がI通しるかどうかと危ぶまれたのであるが，日本より

米國東海岸向けの生糸や絹物類等の高僻漣避貨物を，北
米西海岸で貨車に稜みかえて束海岸に運ぶよりも，高速
貨物船で1>ananla經由東海岸に直逢する方が安偵で，
且つ日数も大陸織漸と殆んど塗らぬことが琵澄されて非
常な好成繊を學げた。そこで他の汽:憾肚も追々 と此の

航路に綱手を伸し始め，1931年には國際汽船が霧島丸級
2隻を新謹配船し，更に1933-1934年に小牧丸級2隻
1934-1935年には金剛丸級2隻を加えて6*Qfleetを
完成し,三井船舶は1933年に吾妻山丸級2隻,1934-
1935年に阿蘇山丸級2隻を建造して紐育航路に参加し
た｡此の間大阪商船は1932-1933年に更に南海丸級2
隻を新塗して堂々8隻のfleetを以て陣容を整えだ。又
日本郵船は1934-1935年に-祭に長艮丸級6隻を難豊
して，從來の低速船とみ替え面目を一新した。かくし七
1935年には紐育航路の高速貨物船は24隻に達し，何れ
も相営な好或繊を鶏げて遂に外國船をも驍逐する迄に至
った。筒1932年10月よも潰施された§鯛I3改善助成施設
は，之等の高速貨物船の建造に大いに役立ち，1933年以〆

後の建造に成る日本郵船，國際汽船，三井船舶の新造艦

0 2.．大型高速貨物船の特長

大型高速貨物譜といっても，大きさも馬力もまち.まち

で，．-栂に限定することはできないのであるが，こ上で

健－癒織頓歎6,000,定絡出力6,000BIu'以上の1930
～1鰹1年間に“蛍されたものと限定することにする。

次に大型高速貨物船の特長を述べる。．

（1）職ねdoubleacting2"cleDieselengineを装
慌し，serviceSpeedに於てW,/r=1.3に相當する抵

′銃曲線のhpllowを狙Fつたsinglescrewshipが多い。

（2）緬鯲状態のGMは，出港時もあまり大きくはな
．<･入溶畔にはnegativeGMのものすらあるが,free-

boardが大きくrangeofstabiliiyも相當あるから，別

に問題はない様である。

（3）高侭輕遜鏡物の麺重なる輸逢を目的としている

から,awningdeckerXIまShelt"deckerが多く,3

)decks,6holdsを有し,中央部のtweendeckに相當
没のsilkroomと多少のrefrigeratedcargoSpaceを

●

伽え．engjneroomの前後鄙叉は後部にcargohold､

剛のdeeptankを設けて,vegetableoil或いはfuel
j。

.Oilをeargooilとして取り得る如く縦鎧したものが多
い◎

．（4）中央部には，長さの大きな西口荷役可能のha-

tchをできるだけ多く設け，荷役能力の向上をはかり

／
－－－，22‘･一一
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､

L=Lengthbetweenperpendiculars
は何れも此の第1次施設を利用している。,～

B==Breadth.

綾いて1935年から1937年にかけて第2次及ひ藻3次
D=D"th.

の助成加殻が蜜施されて，日本郵船，大阪商船，國際汽， d=Draughtextremeonfunioadedcondi"
船'三井船舶の計6隻の高速貨物船が之詮利用して蜜堂 Cb＝B1ockcoefficientonfullload言dcondition・
された。更に1937年から1940年に亘って優秀船建造肋．A=Fullloadeddisplacement.

成施設が責施された。之は多分に軍事的色彩の盛られた
ものであったが．高速貨物艦は經濟的にも之の利用侭値『.DW==DeadwEi甑t・
が十分あったので，日本郵船，大阪商船，國際汽船，川_fggBE""atn｡rrna,｡utputonfunloadei
崎汽船,三乎闘淵狛の計8隻の高速貨物船が之を適用してcondition．、
遷鎧された。街之等の船主は自力でもこの外に1935-S.A.=Singleactingb
l典1年間に17隻も高速覚蝿を新造した｡今以上の丙D.A.=DoUbleacting.DE.=Dieselalgine.
容を獅溌寸卦Lぼ次の如くである。 Z

41日本．先づ日本郵船は1936-193年に賦洲航路用に赤城丸郵船 I

級4隻を建造し，大阪商船は1936年に漂洲航路用に力 建造所
建遥年度船．名亀〆ベラ九級2隻を新鐙した。之等は何れも紐育航路船で 繊繊麗鳥

はないが，高速貨物船が紅晴航路で非常な好成績を畢げ1934-1935長良丸,鳴門丸浦賀瞬尾．
、那古丸

たのに刺戟されて，他の航路でも高償輕最貨物を取扱え 三菱長崎
能登丸，能代丸，野島丸ぱ高速貨物船が十分採算に合うとの観黙から造られたも．

…る｡函麟汽総…鎚雫に衣鍵丸謹‘鍵川崎”認-蝉…丸'繊丸'鯛‘’蕊風丸'′｜"

'鯛『隼に有薦山九級3雲確し……鶴を綱』,調一函繍識蝉,““丸〃涜船では‘1937年に初めそ祁川丸級4隻,三井船舶では1938

夷した｡』，……郵鰄轍鮒緬踏に雲丸｡大阪ホ確丸,ﾎ脚'郷G綴
商船及び國際汽船が紐育航路にそれぞれ東山九級2隻及

日衆郵船が紐育航路の舗職を開始したのほ比較的おび金華丸級2隻を加えた。1939-1941年瞑は日本郵船が

世界一周航路に崎戸丸級7隻を新造配贈し,川崎汽船そく，1934年に長良丸級6壁を新造してこの航路に加
は1940年に宏川丸,三淵郷は1939年に淡路山丸級2わった。此の級あ船は,我閣媛初の高速貨物船である大
隻を紐育航路に加えた｡・阪商船の畿内丸級とLは殆んど同じであるが,Bが之よ､

以上は高速貨物船建造經過の概要を述べたのであるがり大きく,Dは畿内丸級のawningdeckerに對し、
之を各牡各総型毎に橡討して見ると，進歩の跡がうか唾threeislanderであるため之より可なり小さく,d及び
われて誠に興味が深い。以下之に就て主要項目の絶對的Cbは之より少し小さい。之等の慧果として△,DW,､
数字よりも，相鋤勺の鍵化の模傑に重黙を置いて述べるcargoVolume及びtonnageが多少畿内丸級より小さくなっている､｡しかし畿内丸級のWinscrewに對しsmgle
ととにする。 SCreWである爲出力は少いにも抱らず,"eed{X161/s
尚文中次の略號を用いること上するP
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に増している。筒長良丸級の丙では，繊鐡凹渠及び浦賀4隻ほ，長良ブi級と同じくthreeislanderで,B,D及

獅懲鯉の鋸は械演M.A.N.三斐長埼製の船は三菱SulzerOtdは之と同じであるが,Lが少し大Cbが少し小で，
の，.E・を装備している黙が異っている。出力の増大と共に畔eila:V=17knに婚している。
綴いて1936年から欧洲航路用に蕊豊された赤城丸級1938年建造の毒葵丸はL;B及びCbは赤城丸と全く
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一 高速貨物船一

＝同じであるが,shele"rdeckerであるから,Dは可なS"Wの.awningdeckerで，畿内丸級及び南海丸級ほ
り大きく,d,△は少し大きいが,DWは少し減じ,.cargobngneroomの前榔，關東丸級はengineroonlの後部

.vOlumeは相當に増し,tonnageば逆に可なM:になつに4de"mnksを有しているが,何れもまだcofferdam
て;向出力同速力のthreeisianderと､shel"rdeckerで前涯2群に仕向られてはいない。、
とのよい比較を示している。、1936年建逵のカンベラ丸級2隻は漂洲航路のawning
次に1939-1941年に･111:界一周航路用に塗られた崎戸.deClerで，信漣貨物錯中最も4型であるが，その割合

丸級は吾妻丸と同じくshelterdeckerで,Bは之と同、にmi力が大きく,Cbも高速貨物船中最小でV=17knに
じであるが,Lは少し長く,D従ってdも少し大きくCb及んでいるが,此の篤諦鋤剖鍾量従って1ightweight

，

‐は少し小で，出力の珊大と共にV=171んknに瑠し;吾妻が比較的重いのと相俟ってtonnageの割合にDWが少
丸より一まわり大，きな鵬となっている。しかしtwinsc-いのは止むを得ない。
rewである爲出力の埼した剣合にSpeedが増してい･1938年紐育航路を更に謹化する篇東山丸級2隻ｶﾐ造ら‘
ない。Dを少し増したのは,S､A､2cycleD.'E,2基れだ。之は前睡の隣弾丸級とLは殆んど同じであるが，e8

の採用により相對的に頑心を降下し得た爲と思われる。,B,D及びdが犬きく,Cbが可なり小で，詞司△は少し
筒崎戸丸級の内では三菱長崎製の船はMS,三参識濃鯉小さく，出力の職大と相俟ってSpeedV=17エムkillg

一は三菱M.A.N.のD.E"を備えている鮎が異っている6.増している。そして關東丸級よりcargOvolum皇は少
Derrickboomの数は長良丸級から舌妻丸迄は何れも・し小さく,tonnageNほあまり鍵らないが,船濯寸窪及び
heavyderrick共19本であるが,崎戸丸級酎まmishiP出力の蛎夫に伴う機淵部重量の増加によってylightw色拳

･deckhouseの後端に2本を増して21本となり，荷役能ightか籍しDWが可なり小さくなり，関東丸級の諾を1'fSpeed.upした爲乏よも一まわり小さい畿内丸級と
・・力を狸化している。

，どの船も皆engineroomの後部に4deeatanksを有・同じ位のDWじかとれなくなったと考えてもよかろう､｡『
しているが,長良丸級のゑは,赤城ﾌ#級以後の船”ﾛく叉東山丸級を日本郵船の崎戸丸級と比較すると，誰昔は後審よりLは少し短いが|,B及びDは相等しく,'d(f
cofferfiamにより2群に仕切られてはいない。③

前者はawningdecker,後者はshelterdeckerである
5．大阪商船 から前者の方が積大きい。Cbは訴音の方が震責より沙

建造年度船．名建遥所し大きい。之等の結果として△及び-cargovolume.は雨
畿内丸東糠丸,山磨L,北鯵丸三識崎着瀦圃じであるが｡諭霧の方がDW棯糟大言く,…age1930」

開東丸，鰯西丸・繊織普渠･I赫目當大きい。そして主機の型式及幽力は雨着同一で””

1932-1933蔵晦丸，北海丸三菱長崎速力も殆んど同じと見られる。隷掲両者は同ニー遮力に於
1936カンベラ丸，葺毒官丸けるawningdeckerとShelterdeckerのdelicateな

三纂比礎嘆く示してい…とい素る。1938東山丸，九州丸 ○･･．一・‐'．●〃一手．_-．砂こぐ÷呼一.-J．釘正ウユ衝口、望＝

＝／ゴー〆・幻‐一一．

けるawningdeckerとShelterdecke旨のdelicateな ｜｜比較をよく示しているものといえる。
iDerifickboomの数は畿内丸級及び南海丸級は20本，

閾東丸級は18本であるが,前渚はNo,1hatch及び斑｡、
2hatChに鐸者より1本餘分にもっているから荷役画数
は同じである。東山丸繩蝿東丸級よりmidshiPdeck
house,の礎端に.2*derrick~bOomを増して合計20本
となり，赫僕能力を狸化している。カンベラ丸級は小型
であるからdexrickboomの瞳は16本であるが』･,1:"-
大きさの船としては荷投能力は小さい方ではない。

畿内丸級4隻は我顔綬初の高速旗物船であって，そのDernClEDLJ…vジ琴！~…'●""一一‐”．.~－~ー

恢速及び完脆せる荷役調擶は営時購墾の的であった｡積闘東丸級は18本であるが,飾者はNo,1hatch及び圃b.
後れて出來た關東丸級2隻は元来岸本汽船の所有船とじ2hatChに鐸者より1本餘分にもっているから荷役画数
て造られたものであるが，竣工後は大阪商船に趣充されは同じである。東山丸繩蝿東丸級よりmidshiPdeck
たからこ上で述べることLする。醗東丸級は畿内丸級よhouse,の礎端に.2*derrick~bOomを増して合計20本
りL,B,は少し大,D及びCbは少し小ざ.dは殆んどとなり，赫伎能力を錘化している。カンベラ丸級は小型
等Lく,A,DW,cdrgovolume及びtonnageは少し大であるからdexrickboomの歎は16本であるが｣0止肋．
きい。その結果關東丸級の方がGMが多少大きく，交出大きさの艦としては荷投能力は小さい方ではない。
力は少し大きいが,"eedは同じでV=16knと見られ ，6．國際汽船
る尚主機の型式も雨級は異っている。
1932-1933年に造られた南海丸級2窪ば畿内丸級と全建遥年度船､名建遥所
く同寸法同出力のk打i鯛錨であるが,､主様のみ力墾っておユ931霧島丸祁戸川崎
り‘,簸初の我國の考案に成るMSS.A､2WcleD.E・が蛸葛城丸、・浦賀織晨

l
i933-1934小牧丸播癖鐵苫

いら れ て い る。ヤ
鹿野丸 浦麹降渠口以上の衣阪商船運航の紐育念航船8隻は何れもCWm

さ-－25－
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1934-1935金剛丸播磨造船・つた°筒小牧丸級は霧島九級よりmidshiDdeckhou=
清澄丸．満戸川崎の前部に2･jggfctboomaを増加したが，霧島丸級の

1936衣笠丸〃前部及び中央部のhatchに封してぼ,左右の外にcen．
,香爽丸,香稚丸‘認雪謹錯cuelineにもgenifkboom及びwinchを有し乾いた

1938金藝這丸，金龍刻紳戸川崎のを,小牧丸級でば此のCenuelineのものを取り止め．
塞島丸級2隻は我國最初の､inglescrewの高速貨物たので,denfickboomの綱政に於ては霧島丸の24本に
鵬である。霧島丸はM.A.N.D.A.2cycle,熱成丸は三井對iし，小牧プ1級では.21本に減少している。之は霧島丸

職;繍溌零撫懸豪蝋纂篤劣盤護鱒：憩菱鰯鐡熱
／の方が小さい｡前堵に心配された捷助も大したことばな鎧躍職めた爲秘るも街小牧丸は跡鋼罵ulzer,鹿野
パ威織…つ…'”の溺溶醤にばすべ…充朧,裟懸蕊懲繍W蕊悪璽2cycleDE・力課用･された。叉霧島丸の線圖はV型葛

城丸の線圃はU型であって，其の主銭同製鐵の低いこと，頭目は鹿野丸と殆んど同じであるが,midshipdeckhou-.
▲相俟って，霧島丸の方が推遇生能が鍵れ，葛城丸の:V.se前端及び最鈎毫のdenfickboonlを除いて合計16*
=15knに封し,霧島丸はV=1鄙んlnlになっている。とし擶液鑑麗の簡易化により更に重心の降下をはかった－
霧島丸級は大晦萄船の最初の高塞鋤鵬畿内丸と比較ものとみられる。淌金剛丸は川崎M.A.N.瀞登丸<=菱

すると，前者はsingiescrewshelterdecker.後者はS111zerの，．E.を倣えている鮎が両者異っている。
twinscrewaWningdeckerなる黙が最も異っており,1936年度に輩られた衣笠丸級3隻はLjB及びりぼ全

e

霧島丸級がｵ鱈堕性能の向上とDWよりも･cargovolume『く金剛丸級と同じであるが,､℃bを小さくした篤dは少

の重鮎をおし,た所がうか壁われる。 し大となったが,A.DWb'cargovolume及びtOnnage

l933-1934年度に造られた小牧丸級2隻は霧島丸級とは何れも少し小となっている。しかし同じV=16:I/4kn
D億同じであるが,L,B及dが少し大,Cbが少し小とに對して出力は7,000BHI>に減少し得,燃料經濟の目的
なa,A,DW及びtonnageはかなり増加し,cargOを窪じている。筒衣笠ブ[級の丙,衣笠九及び沓久丸ほ川
VOil'meは僅か減少し'SPeedは出力の増大に從ってV崎M.A.N.,香椎丸は紳鋼SUlzeIJのD.E・を備えている
=163/fknに増した。こ上にDが同じでd勤電したのは,鼎iが異っている。

§heiterdeckとupperdeckの間のtweendeckheight 霧島丸扱から衣笠丸級迄は何れもshelterdeckerと
を小さくして乾絃用の深さを増したのが最大の原因であ，し『亡造られたのであるが,1938年.I>anaxna･CaTunlの噸
る。筒昭和9年胤纐安全法の施行に伴う乾舷規則の鍵更数規則が改められてbtonnage"eningによる噸敷低減
によって，鹿野丸は小牧丸より更にd從って△及びDWが認められなくなったので，後に之を閉鎖しawning
が少し増加している｡叉鹿野丸以後のshelterdeckerdeckerに改造してdを増しDWを墹加した｡筒此の際
は小牧丸と主要寸法及び一船配置は殆んど同じで,Cbはlongitudinal及び江ansverseteb･engthの方は,shelter

かえって小さいものもあざのに，何れもgrosstonnagedeckerではあるが,awningdeckerとなっても十分な
は測域より相篭大きく,nettonnageは少し小Iさい。、る如く餘裕をもたせて設計してあったから問題はなかつ
之は霧島丸級でも同様であるが,"I牧丸の方はengmeたのである｡・

roomの鑓tが大きくてその必要がなかったか,塵野丸4|938年建造の金華丸及び金龍丸は,上記の謝青により
以後のshelterCeckerW:,nettonnageの算定に際し，最初からawnmgdeckerと‘して造られたもので，衣笠
総菰孟の32％の控除を可能ならしめる篤,engineroom丸級よりL及びBは一まわり大きく;Dは略同じで,d
の職幽kを総蔵温:の13％以上に保つ必要上，叩perdeck′及びCbは少し大きく，結局△,DW及びcargovolume
以上のenginecasingを相當engmeroomの稜避從つを可なり増し,tonnageは非常に増加した。叉衣笠丸級
て総裁麗二に寡入した爲と思われる。霧島丸級ではdeepよりzhidshipdeckhouse前端に2本のderrickboom
tankが2つ宛engineroomの前後に分れていて,前部を鱈して合計18本として荷役能力を狸化L息，出力塾相
のものにはわざわざpipetunnelを設けねばならぬ不便當に大きくして”eedもV=171んknに増しソB/Dを
があつたが，小牧丸級以後はenginerooxnの後部に大きくしてGMを十分にする等，一段と進歩の跡力児
cofferdamで前後に,shafttumnel及びCeniZ己nneえる。，

buikheadで左右に仕切られた”ﾘな4deeptanksとな金鞠級と日本郵船の崎戸丸級とを地凌すると,L及
一26－－

j、

〆

ひ

ワ



.－一一一一一一一一・一一一■－ 一一一司
一

’
●

一高速貨物船害一

の雨者は同一速力に對するsinglescrewawningdecker
とtwinscrewshelterdeckerとの比較をよく示してい
るものと考えられる。

びBは同じであるが，前鱈はaWningdecke吟後者は
shelterdeckerである篤，前者の方がD,が少し小さい
にも拘らず,dは僅か大きく,Cbも前渚の方が少し大
きいので,A,DWは前渚の方が少し大きい。cargovo-
1umeは蛎音のD及びCbの相違は相殺するが,鍵昔は
twinsclEwであるからghafttunnelに多くのvOllime
を取られ,前者の方が大きくなっている。Tonnageは勿
論前者の方がかなり､大きい｡叉金華プ[級はsinglescrew,
崎戸丸級はtwinscr巳wであるから，同じV=171んknに

對して，飾音の方力$△もCbも大きいけれども，出力は

少なくてすんでい､る。尚前者の主談は川崎M.A､N.D.A.

2cycleD.E.1基で，後渚MSS.A2qrcleDfE.2基より

も相對的に鵬麗重心を上昇せしめるから，前述の如く前

者の方がDが小さいのは合理的と思われる。要するに此

7．川崎汽．船．

建造年度艦名．建造所
1937燕川丸,聖川丸,Zjil丸,"II九稗戸川埼
範940，宏川丸川崎鑑諾

堕(元祁戸川崎〕

川崎汽船が紐育急航船を開始したのは各而上中最もおそ
く,1937年からであるが,最初から最も大型船を用いた。
"ll丸級のL日及びDは金華丸級と全く同じである

が；計謹的には本船の方力洗で，金華丸扱は本船型の
tonnageopeilingを閉鎖したawningdeCkerとしてa

．△及びDWを増加したものと考えられる。
赫川丸級は國際汽船の金剛丸級と略同出力で

船禮を大きく細長く且つ.Cbを小にして同じ速～

'

"V=16:ﾘﾑknを得，しかもpW及びcargo
volumeを増し,tOnnageをかえって減少し鐸、
た｡之は略同じDに對.しshelterdeckとumer
deck間の.tweendeckheightが,,金剛丸級で
Is:2.743Mに對し刺I川丸級では2.970Mある
爲とみられる｡葵するに同じ速力Iこ對して,函・
際汽船の衣笠丸級は金剛九級と同じ寸法で出力，
を減じ辮謝經濟をほかつたもの紳川丸級ほ之と
同出力で船を大きくゴine仁して載貨能力を増
大したものと考え･亡よかろう｡。、
1940年建謹の宏川丸は助或金を得る爲弗

10adedconditionに於て，定絡出力の時に速力
19knを出さねばならないので,出力を赫川丸級
よ向なり増してV=171/4knに上昇した｡其の

｜'他の黙では紳川丸談ど全く同区で,何れもcof-
ferdamで前後に仕切られた4deept…sを
enginefoomの後部に備え,X16本のder-
rickboomsを有している。

8J三井船舶

建造年度船名、建逵所
言妻山丸,天城山丸三井玉‘1933

1934-1935阿蘇山丸,青葉山丸〃

1937浅香山丸,有馬山丸,熱吐I山丸〃

淡路山丸,綾戸山丸〃1939

11罐切の吾妻山丸級2隻はthreeiSlanderで
はあるが，形航乾銭以上のfreeboardを有しp

l
大阪商船の畿内丸級と日本調船の長良丸級との
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--船の科學一

中間の船型と考えられる。長良丸級と比較する.と，本船
の方がDが可なり大きく,L及びdは少し大きく,B
‘ﾙま少し小さく,,Cbは殆ん｡ど同じで，結局Aは僅か小，
DWは瞳か大,cargovolume及びtonnageは可なり大
きく，長良丸級よりlightscantringの船であることが
分る。出力は本船の方が少し大きく，速力も長良丸級よ
り少し高くV=16馴んkｴiになっている。叉本船のdeep
rankはengineroomの後部にて2tanksを有するの
、みである。・

1934-1935年建造の阿蘇山丸級2隻は琴葵山丸級とL
劃及びCbは同じであるがDBは少し大きく,shelterdeck-
､erであるのでDは増したが,d侭少し減じ，線掲△は
僅力婚し,DWは講小となり,cargovolurneは少し増
加し,tOnnageば相當小さくなっている｡.主機は琴妻山
･丸級と同じであるが,"eedは僅か低下しV=16IAEkn
；となっているb尚本船以後の船はcnfferdamで前後に
｡住切'られた4厘劃式のdeeptankを備え,derrickbOom
もmidshiP(ieckhouse後端に2本を増し，合計18本
，となり祢役能力を硬化している｡

阪蛎山丸級と國際汽船の衣笠丸級とを比較ずると,L
催同じである力4B及び.Cbは前者の方が少し大きく，
D及びdは前者の方が僅か1,,A,DW,cargovo1ume
低前者の方が少し大きい。netto皿ageは雨者殆んど同
じであるが,gross.to皿ageは後者の方が可なり大きい
のほ,國際汽譜の所で述べた如く後者の方はuPperdeck

｣畠L瞳のenginecasingを相識多くengmeroonlの稜量

従って維繊鐘に算入しているからである6出力は雨者同
.じであるが,"eedは前述の多少の相違により，阿蘇山

丸級の方も少し低い。叉同出力ではあるが，阿蘇山丸級

の三井B.&W.D.E.が方が，衣笠丸級の川崎M､H.N･叉

‘は凧II"SulzerD.E.よりも軽く,且つ重心鮎が高いので，

結局譜艘重心を高め.ること上なるから，前者の方がBが

催か大きく,Dが陸か小さいのは合理的と考えられる。

叉三井B.&W.DE.は長さ力轆かいから,car塵｡haldの
操行が過大になら麺爲にmidShipdeckhouseを短かく

ぜねばならぬので，乘fi崖員を之に收容し切れず,tan=

"agehatphwellの鱗祁に風壜堀健童を設けている鮎が

衣笠丸誕と箸るじ<異っている。此の配涯は交通の不便
,臓あるが,spaceの利M上は都合がよい。
1937年葱馳の浅香山九級3隻は船型,LjB及びDは

青莱山丸級と全く同じであるが,Cbが少し小さくその
篇にdが倣か端し,.従って△,DW及びcargovolume(3:

、

少し大きくなっている。

浅香山ﾒ鯉を國際汽船の金剛丸級と比較すると，主要
寸法の關係は阿蘇山丸級と衣笠丸級どの比較と同じであ
るが,Cbは前者の方が可なり小さく，△及びDWは前
者の方が可なり小さく,caIgOvolumOは殆&ﾉど同じで
ある｡Tonnage,主機,居住施設の關係は,阿蘇山丸級
と衣笠丸級との比較と同じである。出力も雨者同じであ
るが,甫蠕己の多少の相違により,speedは瀧香山プL級の
方が少し高い。

阿蘇山丸級及び浅香山力級は何れもshelterdeckerG●

として迩鎚されたが,既述の如くrainamaCmgIの噸
数規則の鍵更に伴い，國際汽諾の諸船と同様の事稲によ
って，後に何れもawningdeckerに改め,dを噸しD
Wを墹加した。

1939年度に出來た溌路山丸級2隻は始めから,awning
deckerとして造られたもので，すべての鮎に於て達香
山プ1級より－段と大きく，我國最大の高速鎧物鵬であっ
た。本船を國際汽船の金華丸級と比較するとLは同じで
あるが,'B,D及びdは之より大きくCb蛙少し小で,A
DW及びcaigavolumeは何れ@ZJ>し大きい。Tonnage
は淡路山丸級の方が可なり大きいが；之ほやばりupper
deck上の鐘ginecasmgを可なりengineroomの積
量，從って総職量に算入している潟と思われる。出力も
淡路山丸級の方が少し大きく,Speedも少し高くV=17
:I/'#knに上っている。

叉淡路山丸級を日本郵船の崎戸丸談と比較すると,L
は同じで'Bは勵祷が少し大きく，前者はawningdeck-
e鷺，後謝まshelterdeckerであるからDは前者が瞳
か小さいけれどもdは少し大きく,Cb及び出力は同じ
であるが,速力は僅力婚しており,.singlesc,feWの採用
により，少し小さいtwins"eWshipよりも，僅かな
がらSPeedも堀し，戦貨能力ぱ-宥段と大きくなったこ
とをよく示している。‐

結言

以上で簡龍ではあるが’戦前我函で建造された高速貨
物船の鍵遜の状況を繊討し遇概覗的に見て,年を經る
と共に錨皆共,段々大型綿速職となり載貨能力,荷役
能力を向上していることがよ'く分る。

溝鴎蹴胸から屡々高速臓物船の弓i合に接するに際し
今後高速撹物緒力戦p何なる方向に進歩すべきかに就て，
些か所見を述べて結びとする。。

術れも少し小さくなったが，出力の増大と共にV=17fn
（'〕高速貨物船の船型は高値輕蚤貨物を立前と十る關

叫こ上昇した｡しかし居住施設の改善に伴うmidsljipdeck係上，將來もやはりshelterdeckerが燐迩と思われる。
駒｡uSeの噸大やf'cleの噸数難へ等により,toIinageは(2)戦前の高“物船は撤して撫豈寸法i§儲籍逹多く@

少
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一高速貨物語一

見込〃だ重い船が多い。今後は不必要な餘裕はなるべく

少くしてより合理的な鋼材配置と十分な電氣熔接の利用
!によって，もつと輕い船を造り,C麺号govolumeの象な

らず,DWも少しでも多く取り得る様努力せねばならぬ。

(3)HOldの数は戦前の高速貨物船は何れも6個であ
ったが，之はLを143M未滿として,米國のC2,C3貨

物船の如く､5個とし,hatCh･の大きさを大きくしてjな

るべく雨口荷役の可能なる如くし,bulkheadの數を減

じて重量輕減に蚕すると共に，荷役能力を張化するのが
よかろう。、、

（4）主機は相捻な航綾距離を要求されるからか,Die-

seleM]gine高温高座のgearedtUrbineがよかろう。

駿前の高速寅4"船は何れもDieselengineであったが

高温高座蒸汽の使月1によりgearedtlmbineのfuelcon-
p

smnptionカ噸常小にあれば,boileroilの方がDiesel1

oilよりもCoSt.が安いから,engineweightがDiesel

engineの場合より可なり輕く,DWをそれだけ増加し

得,fueloil及びfeedwaterの埴加量を差引いても，

DIese1engineの場合よ'りも多くのCaｴ酉oを取り得る場
合には十分探撫噸れるものと思われる。
〔5〕最近の進歩に従って,cargO"aceに對するcargO

caireWstemの採用，居住設備，救命設備の向上，ra等

dar,1oran等新式航海計器の設置等,相當高級なる諸設

備を完備する必要力錫ろう。．．

I

＝

最後に，以上の小論は各諾の資料を基礎として筆者か

推察による所が多く，中には正鴻を失する鱗も､あるべく：
之等の職に就ては種々御批判，御叱正を賜わり，綜來よ豊

り確資なるものとじて設計の参考に供することが出来れ，

ぱ幸いと存ずる次第である。
（川崎重工艦船工場造船部基本言霞課〕

I

ることになる。今迄の經験よりすれ

ば之等の各過程が完全に維って契約

に至る迄にはあと二ケ月を要ずるで

ている昭和24年農謎塁階計饗を前に

趣いて本節の溌想一それば今後各

段階力亀最,も圖滑に行なわれた場合を

〔21面より）・

於いては受註者が發註者を鑿難する

の力輕濟の原則である。第四段階の

’ あろう。造船所で昭和24年度新造

鱸繊,,『駕篭奪望
を得ない。

經濟九原則の投げかけた波紋は造

船所の大小署問わず楡出船契約を得

た一部法船所を除いてあまりにも大
きく響いた。今大詰へ近付こうとし

指す－－力遮中することを所り，更．

に進んで海運界に自誉運航時代の來・

ることを願うと同様に遥溌界にも何

ら許可,蚕金，責材的に制約さｵljず”

海運の要請する船を製造じ得る自由
契約時代の一日も早く來ることを切
に念願するものである。．

〔24-8-2の〔趣溌省船舶局〕

あるべき姿は造§馳眉力の要請からの

造船計謹であることを強調してやま
ない。

兎も角も何らかの方法で一定量の

艤主と遥船所が決定す殉と審査は見
返蚕金を中心として日本銀行へ移る.
更に見返査金と建造詩呵の南方の面
よりして舞蕊ほ連合軍總司令部へ移

近 刊 書

船舶電氣装備
、石川島造船電氣課長

三 枝守 英著

A5.400頁、定侭450m(〒35圓）

t内容>電磁氣學総論.§繩の電氣方式.謹電
装髭．鐸電装遥．動力装睡配趣裳.、
甲板電氣機俄．機闘部謎廟幾賊．電氣

翻駕鑪幽繍窒鶴胤蕊
魁の電氣的腐蝕．

東京謝捲唾麻布趣町一九、
側舗白技術協會發行
振替東京70438

，海上保安臓監修

船舶 安全法關係法令

主要目次

，舗白安全法及施行規則.船舶設備規程･硲舶滿
赦吃水線規程.鯛躯劉規程.鋼船椎遥規程．
木船構造規程.舟舗胤機關規程.漁船特殊規程・
各種船別品試験規程｡其他

I
~

A5I"530頁定便450圖邊料35圓
一一三ﾛ

ダ

・東京都千代田礎諏田三崎町ニノ十八

發行所繍海涛出版牡
・飛話九段3659審

振巷東京196398番
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ー 船の科學一

見學した8工場の殆ど全部が外國
船を建造していた力§これ等の工場
に於ては戦後の世界工業界に顔出し
が出来たわけで，技#耐勺の面では勿
論大いに張切って努力されたあとが
明らかであった。熔接の採用は第一
の現れである。加工及取付の黙で正

確に設計岡邇･りの船を作るための努
力は，熔接構悲の卓越と共に新な問
題となっている感がある｡鱒Lのズ
レがやかましく検査され，矯正に鴬
ってば電氣耀凄で完全に埋めたのち‘

ドリルをやり直さねばならない。こ

のための鋲孔の大部分を現場アテも

みにしている工場もあった。重量節

減のためには隔壁防澆材の熔接部間
の肉を切収ることも行われている。

（圏参照)こうすると工数は當然増す

えられる寸法に適した材掛のないと
きほ不必要に大形の材料を用いるご
ととなる。しかも製鋼所の能力と需
要とが釣合わぬため期日までに必要・
鋼材の入手が出來ない事があり，更
に大形の手持材で間に合わす結果と
なり，材料容穣の不經濟ばかりでな
く，遥度の均等をはかるためには設
計鍵更も必要で鯵の不便を惹起し
ている由である｡．もっとも日立擢島・
などは職災とこれに綾いたﾌk害に完．
全に破壊された鰡伏から，大死--当番
の勇猛心が湧上り急漣な“鼬ぶりを

a

示している。徒に愚痴ばか､りならぺ
ていては何事もまる－く方であろう。

努働問題はこの所一寸靜稔の様で
．ある。･II1界儲勢や園民感情の問題も

あろう。た壁都會地でしかも仕事の、

ひ室な所ではやはり深刻である。筆

者は戦時以後の識閻所しか知ら､ない
ので，定時と共にクレ‘一ソが止り，

夕暮のせまるエ場内力瀞になってゆ
く燕拷は異様に淋しいものであるが．

’今度の族では各地でこれを総蟻した
、

ただ玉野では潅苦しい短夜のベッド

に，－娩中リペツ1､の言が識綾して
『

夢を妨げられた。

山陽線尾道は山のせまった古風な

街で，山腹に大きい寺の数々 が見え

る。そのすぐ・對岸に日立向島工場が・

・ある。尾道扉の殆ど眞正面に常る分
工場では多度津丸が南氷洋から歸っ
て修理中であった。水引蒲板の鋲，
熔接部に相當故障がある』濯碕の鯨
､油の水槌作用に考慮が不十分ではな
〆

かつたかと係技師の話である。どう
しても造船屋は乘船義務を持たさ泡、」

て飴の使用状態を認識する必要があ
ると思う。

尾道から發動駿船約一時間半で因fP

島長崎極橘に着く。開放された狸敷
の甲板室に足を伸し，湖水の様な海
上を吹來る凉風を浴びながら，うつ、0
りゆく-白砂の島毒の景を追ってゆく

この船蠅－番快適なものであった
L

造船所めぐり

RN生

七月中旬から約-t日間'-日立向島

‘同因島,三翠寵島,三:|塞野,撫蓉，
三塗禰戸，日立櫻島川崎艦船各工

場を見學号-る識雪を得たj-.番暑い
盛であったが，馴染の工場ではある

さし列車力まいていて太して疲れもせ

･ず豫定の日程を総ることが出來たら

こｵT等の工場をまわって氣のつい・
たごとほ次の黙である。1:電詞容接

‘の使用が鹿範園に見られたこと。2．
外國船建造を機として工作技術が丁

寧になったこと。3．戦時中の技術低

下の弊が今尚悪影響を残しているこ

；と。4.努働攻勢の鈍化したこと等で

.ある。

先ず電氣熔接の多くなったことに

､ほ-皇鐵_た｡現場に識の遠いものの
うかつさを知ったが，一昔前盛に熔

按をJ反入れて提出した卒業設計が賓

繰目の前に現れた感じである。隔壁

及防澆材，甲板，丙底板，甲板室，

鯉奮及防澆材ﾙ詮熔接謂礎であって
も不思譲はないが，ある船では殆ど

_二重底全部が熔接きれ；又甲板室等
か甲板に直塗隅肉熔接された例もあ

る。梁け甲板に地上で熔接されるが

‘‘肋滑は＝這底丙を除き一般に鋲接で

‘あった。この趨勢に對し戦I寺中ブロ

ック建造のために行った虚置ほ大い

"に役立っている嫌である。但しこれ

･等の熔接について造船所側で未だ十

分の自信をもっているとは見えず，

銚人監梯者の勧告に引張ってもらつ
冠､る感力;あるのはお耳に蝿念&こ
とである。自側騰寵識がどこにも愛

用されていないのも不利と思う。
〃

鋼材及熔撰棒共材質は最近相鐵良
ぶ

くなった由，この方面からの施工不
一安はかなり減ず'るであろう。

ノA…熔接部B…切鉄部

けれども船の--生を考えると有利な

・のかも知れない。Bの切峡はガスで

落す疵とパンチングする所とあった

が後者が有利であろう。強度上から

は切峡の深さ，璃伏が問題になると

思われる。

船魁の塗装に富つては錆落を完全

にしている。艤装關係も最初に入念

な仕事をして安心I冊來る品物をつけ

させている。要するに建造費と維持

費の振合に對する観念に於て大分考

えさせられるものがある様である。
こういう猜勢にあって造船技術も

向上しつつあると思われるけれども

戦時戦後の技術舶筌白の餘弊はなほ

消えやらず，政治經濟的の因子も加

わって遥船工莱に騰路を残している

一例として戦時中鋼材の鰯搭が簡単

蝋撫鯨蝋駕
類に減ぜられた。その結果規程で與
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って列車が時々陽かげを出入すると

思ふうち兵庫縣に入り相生につく。

播摩造船所と町をつなぐ灌譜は涼し
い。賞晉にも行ったことのある所内

を案丙知ったつもりで歩きまわり辿

りついて見れば火災で境失した設計

課のあと』こ立派な現圖場力逢ってい

た。此所でもタンカーに着工してい

る｡･4XB型雛は船首尾隔壁が立っ

た所，鐡機工場には問題になってい
、

るコルケート孵廼劃反の試作品が出来

ている。ギールベンダーを似蝿した

由,まがり角が割合ゆるやかである
板の衝合熔接の歪抑え(Sirongba-

ck?)に岡の様な鋼板を使用してい

る。川崎,､三菱耐'戸でも.“目してい

椎、磨

に上陸，庚島に着く頃に雨とな‘り風
も張くなった。宿は海岸にあり吹き
つける風にガタガタと．鳴る硝子窓を

通して籏島造船所が無記朱に望まれ
るのであった。翌日は曇天となり涼
じく見學には好適であった。此所は
完成間際に一度来たことがある。営q，

時まだ組立中だったクレーンも維籏
に走り，材料運搬ほ順調らしい｡た
壁埋立地で謹艤工事が不完全のため
岸壁が流失して困るとのことである
D型の戯装中で甲板室のパネルは客
車のボディーの様に美じく仕上って
いた｡木甲板職ツカを使用,長尺の
米材の職入力窪まれる。對岸の造機
部では蕊澤に織出するとl.f'う製糖用
の,ローラーが削られている。美事に
削上った面に嗣沁る切削油の光澤が
白砂糖の蜜の様に見える。渡船場のシ

近くに高い煙突のある建物が樹立し
ているのを尋ねたら，試運嘱蝿蒸汽
を發生するボイラー室で;.戦艦に古
く使用さｵした水管罐が据えられてあ
る由，痢録鯖昌も落ちませんとの答
であった。

三井玉野製作所へ着L､､た日から炎
暑が本格的となった。此所は今一番
忙しそうである。瞬墓には進水も近
づいたデンマーク向貨物船2隻18,0’

00噸ﾀﾝｶーﾕ雲及4家c型船勘峨
らりと並び，その上を7霊機の影が

蕊＃鰯熱鰯箪
ヤーハンマーの饗が暑い室氣の中に

むしろ壮快に聞える。案内されたT1
氏の説明も自然と活氣うぐ心地であ
る｡だがここの岸壁に修理完耀も
就航出来ず繋船中の大型船が鯉豐，
苦しい日本の斑伏の-錦を見ぜつけ
る様に城たわっていたら
岡山邊の田は章収の最由である。

草取織を単調なテンポで押し元ゆく
人々に陽は容赦なく照りつける。老
化山腿のゆるい傾斜のかげに白壁の
農家力瀞である。いつしか山がせま

＝一一31－一

隣席の老人より技術教育論を承る。
曰く學校では麹也に役立つ學問は激
えてくれない｡たとえば5斗の米を
50人に分けるとする。算術では至極
簡単で1人1升である。所が蛮際に

5斗の米を50．人にはかり分けるこ

との出蕊る人は少い。必ず1～2人
分足らなくなる｡鐸u鐵育が大切で

ｰ

ある云云b識者諸賢の御考えは如

何。

因島工場には橋立丸が入渠中であ

った｡鯨相手の鯵装品はさすがに皆
宜大で，鯨避剛直一リングチヨ必ク

・は間隔5.5米もあり，鯨の尾部をつ

．かまえて船上に引上げる金物はヤツ

・トコを逆にした様なもの〔くわえる

部分の方が大きい〕だがエンマさま

でも扱いかねる代物である。ここで

．の話に“鰯曽で溌蔽庫内防澆材〔數
綾熔接〕が隔壁との接鯛面に窪錆甚
Lく困るとの話をきいた。こ.ういう

所に圃蔬己の切餓防澆材を使用しては

如何であろう。此所には最近完成の

401¥w高周波木材乾燥室があり，約

18時間で50度の水分が15度位ま

・で誠ずる由である。鵬攪塗塗邦にス

プレーを使用すると,聞いていたので

、見塵する。スフ･レー塗装楼は陸上建
：築には童):liしているが,造船所では
これから室氣騨簡機系を取去り径及

長さ約’沢×2火の容器に直接瞬宿
．、塞氣管を迩結して使朋している。二

・人-組.となって操作し，手塗に比し

塗料50～60%,人工は10～20%

走瑠,塗料も普通のものを使用出
來るので非常に能率がよいそうであ

る。スフ．レーは丁度農具の噴霧器に

似ている。高い所は竿をつけるが手
。塗り＠様に押しつけて塗る必舞がな

い。同工場では既に2年以上愛用し
ているという。他では三菱紳戸で使
用する由であるが船底等にも臘用し

．・ているかどうか剛洩らした。

鴎風の兆候が濃くなって因島に島

・流とになることを怖れたが無劉娠麺

＝ご祷合聡接
るが高さが夫々異る様である。播磨
のが550×350位であろうか。設計

課でノルウェーのタンカーの甲板岡

と容砿圃とから推定されたという線
岡を寒見した。後郵が思い切ったU

字形である。速力がかなりおそいの
で推進敏率を考えるとこれがよいの

ではないかとの話もあったが,結局
船という道具を使って行ふ經濟行罵
の全幾效率の考え方に蹄着する問題

であろう：

朝早く靜な相生を立つ~亡三菱､順戸

挫錨所の立派な奉館に着いてみると
やはり制噛だなといささか懐しい。

船蕊でばB型の工事媛中で船底を見
ると肋骨の鋲ば一本もない。船首防

澆総造以ﾀi季電底熔接である。傍

にはデﾝﾏーｸ向晶籏物船(D.W.
10,100噸）の龍骨が並んでいる。組

（37頁につ堂〈〕
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－船の科學一
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世界の鋼船建造状況
NO2･

』「ロイド調査」六月末迄の四半期別報告

・植村・‐正男

戸イドの「世界の鋼船建造状況」

c本年四月から六月末〕の隼二同目
を發表して概説する｡・

今期中の世界の建造中船舶は4,44

6,070纈噸で前娚に比べて90,565
纈頓鱈である。之を「英本國」と

｢其他の國」とに大別すると「英本

國」では前期より32,902總噸減少

し，「其他の函」では123,467.郷碩

の墹加iである。これには戸シアとド

イツは含まれていないし日本の数字
はう1蓑釜であるとの謹弘付いている

参考の爲に蓮嬬省調査の完全なもの

を示すと我國のこの期の建造中溌舶

｣は101隻193,567隷噸でおるから

巽謝，米國，フランス，オランダ，

ズウェーデン，イタリーについで第

七位にある。．

次に輸出譜についてみると自践諾

逢他國に發註している函をその量の

脇立にあげるとノ庁ルウェー591,
8”識頓を蛎項に米國248,089總噸

アルゼンチン248,089溌郡婆．パナマ

英麗領となっている。次に自國の船

より蕊拙錨の方を多く建造している

陸はスエーデ￥’・オランダ，ベルギ

ーで"i趣は僅かであるがフィンラ

ンド，ウルグワiイもそうである。輪
出船の建造逓がその園での耀些“

の30％以上のものを’峰するとデン
マ.戸ク，イタリー，英木函，日本，

米幽である。

筒自噸では全然§離日の建造をせず

全訓也國に暑の遡鑑を發注している
睡総アルゼンチン，パナマメ・ブラジ

ル，コロンビア，エジプト，ギリシ

ャ，印度支那，リビア，メキシコ，

フィリッピン，トルコ等で，日本と

スペインだけは建造函ではある力弛

國に全然稜注していない。他の建造

塵は多少とも他國に自國船を發注し

ているのは興味がある。

‘次に船の大きさについての動きを

見ると，今期は，砥界中で謎鎧して

いる船舶中6,000織頓から8,000總

噸までの船舶は汽船23隻,､發動機

船54隻,8,000総額から10,000

總噸までのものは,汽船17隻，謹

型織船54隻,10,000織頓から15,

000纐頓までのものは汽船23隻，

發鋤幾船62.隻，15,000總噸以上，

20,000總噸までのもの汽船36隻,

發遍嬢船14隻,20,000""以上
30,000織頓までのもの汽船6隻，

發動機船3隻となってL,る。この鮎
では我園は現在糊ﾐなI伏態にあると
はいえ頭力韮らない。6,000"頓以
上のものは外國向タンカー2隻と貨
紘船1隻だけである。
叉汽船と袋動機船の種蕊溺Iをみる

皇錨::鱸麗驚鰯
別にみても前者は後者の2倍～3倍
位であ･る。我國ではデイー,ゼルの製
塾能力が郷豊の迩塗鐘に伴わないた
．めに船主の蕊黒に充分に應えられな
い舞伏にあるのが残念である。
琴考のために我國嘩1下立案中の

第五次期健篇儲においては危部ﾀ肺
に適する船舶であるが'2,000縄噸
以上の汕糟船ではタービン船3隻
ディーゼル船3隻であり?4,500總噸
以上の貨物職ではターピシ船24隻
ディーゼル船10隻。3,700總頓以
上4,500纈頓未漁の貨物船ではター
"ビン船6隻でディーゼル船はない。
第三表の世界の油柵縄鵜伏況で

は，1,000總噸以上の油槽船は154
隻1,667,000織頓である。之は全建
謹中鰡納の約38％で､この中45隻

－－32．－零一
0

ノ

0

652,121総噸は汽船9109隻1,01
4,879織填は發動機船である。叉璽
別にみると薬本國は識頓數では全油§・

糟船の中“％73隻733,364識頓
‘を建造して第一位,次が米國の32％
530,705瀧噸,誰三位はｽエーデン

の7%122,600織頓である。．

H事の遁歩状況についてはこの期に
おいて新に着工したものは第四表に
示し蕊本闘米國イ女リー，スエーデ
ン，フランスの順である。勺

竣工赫況は騨掴，スエーデ‘ﾝ，
米國についで我國は23隻4Z,010,
總噸で第4位である。

本年3月B､C・がロイドと合併し
てからロイドにクラスしている船は
驚異的となった。建造中の船舶では

謁遠函においては，397隻2,043,

008織頓中358隻1,934,698総噸
の94.70％は先ず溌然としても，そ
の他の國の建鎧船舶397隻2,403,.

062辮頓中265隻1,080,451識頓
44.96％がロイドに登録されている
合計すると全世界で1,070"4,44

6,070辮頓中623隻3,015,149総
噂竣に67.82％がﾛｲドに登錐され
ているのである。

我國の今同の第五次塞鋳鴎では
船級については未だ確定していない

が大略46隻中9隻から11隻程度
がロイド船級を望んでいるだけであ，
るから略々 全魑の5分1のに過ぎな

い。どれは我翻の國際的地位の現状
と，英鬮に鋤-る猿査識爽挑方法に
依るものと思われる。今度ポンドが
､相営切~1くげられたから，將來幟奔爾網冨切I､けられたから，將來は我甑

の新造船にも戸イド船級のものが相,
静曾加して來ることであろう。
筒今期のロイド報告中日本の欄に

は何れも『不完全」と註がしてある

が，次同の九月迄の四半期分がらは

正確な資料を運楡省から戸イドの日

本支社に遥付しておいたから訂正さ

れ，日本の造船欲況世界に認識され

るであろう。（迩鹸省職獅哉》

’
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世界に於ける工事進捗状況
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ことがわかった。定電嘩複鯉里韓装いる。3－コンダクタ畠．コント口
置を含む携雄の直流熔接擬ほこの作一ル・ケーブルでホルダーと搬逢モ
業に適している。アルコ･ソがアルミ←タ箱とを結んでいる。コントロー
睦陵に滿足な被包ガスであることが典箱jこリレーがありワイヤの邊りを
見出された。調節する。その他に燭妾ワイヤ用の，
本法の主なる特徴の一は電洗密麗ウイヤリールがある。

が非常に高いことである6普通の雷ガス被包熔接でアークを出す時は
弧熔接に使用される値の’2倍の値普通の様I菫輕く叩く代りに面をかく
を使って戎功した。か上る高い電流様にする。アークが出たらホルダー
密度で満足な耀陵を行う､ためにはワを動かし被包を部材から約,/望吋F
イヤの蓬りを高速す-にる必要があ保つ。ホルダーは纈妾の方向に前方
る。人力懲接の場合逵りほ毎分100．に向けて保持する。即ち酸素アセチ
～300吋である。

レン法でいうフォアハンド熔接であ、

アルミ熔一接・る。熔接を中止するとき熔接電流接
臓器力液用出來なければ，急速なス

本方法で現在行わｵ'うているアルミナップによってアークを箇っ。同路
手側耀接に必要なワイヤの寸法は三遮鐵器があｵtぱホルダーの引金を離
種である6即ち:，/醐吋,lli6吋〉3/b3.'せば電力，ワイヤの送り，《及びアル
吋で之等のワイヤ寸法に對し，電流ゴンの流が蝿とする。アークの長さ
範閏は70～4507･yペアで，部材はy,6～:W/,ョ吋とすべきであって，
の厚さエバ～2吋の熔接が出來る。

・ノズルを部材から'/@吋以上離すと．●

熔接棒の成分の選澤は熔接されるカス被包の效力力鍼ずる。被包が黍
金溺できまる。2S及び3Sの熔接完全だと熔接表面にかさぶた状を残
には2Sワイヤが宜い。52S及び615す｡・
にぼ43S叉は716アナライズを使用本法で熔接する際，アルゴンの流
して良好である。この方法によれば量はあまり問題にならない｡手働晶
現在熱虚理の可能なアルミ合金の熔ルダーで毎聯20～50火3の流鐘をご
接に際し遡懇する若干め制限が緩和使用する｡一般に電流が低い時は流
される見込がある。、 避も低く，翻流の高い時は流壁も高

手働熔接の各成分を模式的に岡に‘い｡叉最小の流鐙は／ズルと部材と、

蕊嘉織辨撫鰯裂駕蛾露鍜麟
ものが示されている。（'〕熔接機かる様になると流避を増さねばならな
ら熔接電線が來ている。(2)アルコ，い｡所與の熔撰條件に對して適鶯な
ソヵスのホースと，之に同心の熔接流愛は，之を'0謬輸誠しても熔接
ワイヤ搬謹用の金闘管が附いてい作業に悪影響を錘えることはない。、

猟甥?鰐憩維《､饗冨墓鱸鱗駕､､
するには20％まで餘計にアルゴンる。

叉カスホースとワイヤ逵り管が他を要することが示された。・
端で搬暹モータ箱に蓮結さｵ;ているアルミ熔擬の機械的性質は熔撰俸
・のが見え，コン'､ロール・ケ声プルと同じ組成の鋳物？性質に等しい。
もこの箱に接紋している。一般にこの熔接部はアルミ電弧熔鰐
この按邊モータ箱には減速機，邊棒で得られるものより優れているど

ロール及ソレノイド弁が細められて｡・言える。更に適営な條件の下では,．
〃

I
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カス被包熔接法｜‐旨
！

現在のﾂ添接法では比較的大型部材

の垂直及上向熔接や，非鐡金扇の熔

接に不十分な職がある。これをもつ

と發逹させるための方法として，熔

按誹奉を蓮綾的に供給し，＝ントロー

ルしたガ.ズの中で熔接すること力覗

究された。これに達する道は電流密
度,カス被包,熔鋳腺速度等の因子
を如何に組合せるかという栂念にあ

り，その結果は非常に成功で，エル

コマチック法(Aircomさticprocess)

叉はガス被包金厨電弧熔接法と呼ば
”

れる新しい方法に於て完成せられ

た。

簡単に言うと新熔接法は裸叉は虚
理した耀倭棒をワイヤの形で適當な

‘ホルダー錨･して蓬出すものであ
る。熔接ワイヤほ熔接電流を傳導

し，アークほワイヤと部材との間に
保持され,電力は標準の熔接發電機
から供給される。ア屋クはコントロ

ールされた被包カスの中に保たれ

る。この方法には手勵めホールダー

と自働熔舞Vの双方か凧､られる。
人力による熔接は下向，職，竪，

上向何れでも行える。箪層叉は複暦

熔接をピーディング叉はウィーピン

グで盛金することが出來,堅熔接は
上がらも下からも可能である。約言

すれば鋼の電弧熔接に關する､#了くて
･の使宜を木法で利用出來る上,熔接
ワォヤの遜繊供総と熔津力軽らぬこ

とめため熔接速度が大,となる。不断
／

の調査によりこの方法は多くの金脇

に應陥可能である。’
エルコマチック法は特にアルミ及

その合金の熔接に適1-ている。直流

通亙性が必婆なアーク状態を典える
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コントロール回長冬 熔接法の雨方の長所を兼備してじ、

る。次頚は明らかな利黙である。

1.自働熔接の本質的な特徴を持つ

た手働溶接法である。

2.蝿妾ワイヤカ鎬漣で遜識に嬢金

される。~

3.竪及上向位置の熔接に鍔し自勘

，熔接法を人力で操作する。

4.熔接金風の高い性状

5.熔逃ｳ操<エッ莞の加工力最小
ですむ。

6．煙かの愁蕊奴は螺なしで大型
部材･を燭素しうる。

7.フラックス不要で熔津を除く手

数力噴ける。
ﾉ8.アークが可覗である。“宮画

porosi切と呼ばれる。前者はコン

トロール'三よるものであるが，後者

はアルミ鋳物合金の急錘な冷却に關

聯するものの朧である。竪位置で熔
接した43S全漉接金厨試溌片で延
び8～10％,､引頚湿さ2Z,00016

yingが得られた。前池の注意に加

えてアルミ部繊疏及び嫁接捧共に良

好な性質を得るために清潔にしてお
く．ことを奨める。．、

大型のアルミ部材の熔接を識熱せ
ず又は僅の加熱で行い得る譽"度に注
意が向けられた。この方法は他の方
法と薯しい對照を.している。
エルコマチック熔接法は事獲上金

壷電弧熔接法と不活性カス被包電弧

蓬
蕊

不活性カスタングステンアーク法で

得られるものの性状に近づく。その
詞司ﾀ慨は催鋳である。アルミ熔接
で鋳[姓になることがある。之には
明かに二極の型がある。一はラヂオ

グラフ法で直ちに發見出來るもの

で，内部多孑M盤qntemalporosiW)

と言い，二は普通のラヂオグラフで

稔出の出來ない微細多孔性(Micro

40瓦より44頁より′
ツプライトにしてからポンプ排水を－プを巻き，勝端をきれいに虚理す‐
して浮揚させたのである。ただ捲きる｡I.Cb接識間では嚥糸でまとめず，
起しに際しm力としてばロッグ・力、鷲術の畷湶は調司に見える悪県の下
ツターのJ5噸ウヰソチ1蕊l舌かなにかくれる様に虚理する。窓県の太
かったので,･大廻はし4ケ所に對しさは糸を巻かないでも濟む様な充分
4枚滑車のテークル蝿の組合せのの太さを持たせ,磁石式識活器を用。
面倒な綱戒をじて,’ケ所の大廻わ，いて試験をしてからつなぐ．｡この場
しには最大荷重が50噸以上になら合試騨-る同路の一端は船に接地さ
ない様,職劃内に適常に邊氣し浮心‘せ,他の端は一弓本'･-漆の電線にぼ・
の位置の異動を行ったのである。らぱらにしておく。
浮揚の豫定日には夜の大潮鳶選ん..T｡C.用接綴用端子金物は'､ンダ付

だのであったが,その日は對曾と蕊けをする型のものでも，ﾊﾝダ付け
雨で風も出て来たから，浮揚作業をしない型のものでもよい。このハン
延期しようとしたら，從業員は折角ダ付けをしない端子金物は特殊の工
張り切って居るのだから是非させて具を用いてしめつけなければならな
麹しと懇願され,豪雨中K雨衣と作い°7，
業衣を雨が通Qで長靴の中に溜った抑表撰ソ’ベル等のような1．C.、
程）にも拘ら-ずW業を.ji始した。虚装磁の接談は接談輔と同様に行われ
で浮き揚つた時は暁であった力詮くるが，大きな機器類えの電綴の接綴
無風状態のよい天候となり，スタピ･には聯糸をまき充分の注意を柳うの、
リチーの極めて悪いドレッヂヤーのは勿論，特に純愉羅針儀のようなも
様な浮揚船を港内に曳航するのにはのは出来るだけ注意して接識しなげ
誹え向きとなった。これは從業員のれぱならなし､。
熱と意氣に感懸した天肱とでも申す（石川島重工技師〕
べきものであったろうか。 ヨ

31頁より

立場が狭くて船首前方の船蕊まで使

っている。戦時中使用した小さいガ

s/トリーは赤錆のま上になっている

日程の都合で日立櫻島と川崎艦船

をｰ日で見てしまうことになり，殆

ど躍け足で現場を遡った。櫻島では

鋲接3，熔接7位にしたい希望だが
現在未だ4對6程度と聞いた｡陸上
蓮築，橘梁なども造った由であるが
こｵ1鋪与には船燈程熔接がWllされぬ

との話で奇異に感じた。船に比べれ
ば静的で腐蝕の問題も少いし，特に
橘などは自軍輕減ば非常に有利でな
､､かと思われる。川崎艦船で建造中
の18,000噸タンカーは互大なのと
鋲の多いのに驚いた。もと航塞母濫
の互畷があった岸壁には鋤の高速
貨物船聖川丸が優斐を浮べている。
鋲朧造のタンカーと共に懐しいもの
であった。

‘現場にうとい筆著が限られだ旅程
での襯察故,見営運いや誤解の多し．
ことをおそれるが，遥船所の現況の
一端を御博えする。造船所各位に對
しては御好遇番深謝すると共に妄評
jこ對し御寛容を鎧願して筆を措く。
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獣脂iこ必ずしも信頼を置けなかった
事が這入って届る。そうして建造蟹

は船蕊に較べて非常に大でばある力連

通綾匙遥する船の進水工菖l陸省く事
により；この費用を償って像りある．
製iを質現されたものである。これに．

は小幡文三郎造船總溌の功績の極め
て大なるものがあり，その常時よく

あれだけの大きなものを遠大な撫想
のもとに計謹されたものだと今更な
がら感心する次第である。但しこの“

､船渠も後には主力艦改装のため渠底

ぱ一基宛順次に取り換え得るので船．

壁を潰す割『なくて済む利益がある｡、

なぽ新規据付･の際一基でも据付.け終

れば,直ちにそれの使用を始められ
るのも利黙である。ガントーリークレ

ーンでは縦行する腱雨iiのクレーンが

つなえると後は動けないが,タワー・

クレーンだとその職に積み込むもの

を運んで行けるから，他の型肘を受

けることが少ない｡-た壁欠ワー・ク
、

レージの運行は橦かのもの登喰えて
も，クレーンの互繼奎攪20t(タワー

思い出すままに(一）
■

ガントリークレーンと

‐，タワーク レーン

銅製煙筒組立法、

揚子江での進水．．．、

墜搾塞氣を使用した東莱丸の引揚

頑．‐田烈

筆者は大正7年東大の船舶工騨科

G豊諾琴挽轆舶工學科と改められ

てから最初の卒莱者逹出した年であ

る）を出て直ちに海軍にはいり》終

職で罷める迄27年間翻勝の蕊に維
始したのであるが，この間に失敗し

た蕊，自慢してもよい事，感心した

事，見蝿した事，先輩から聞いた事

等澤山あるb今思い出ず礎に順序も
無く，手當り次第それを書き並ぺて

見よう。何かの参考になれば幸であ
る。

、‐ガン1,リー･クレーンと

･，タワー･グレー‘ン

ガン､1、リーー。クレーーンは一見如何

にも堂々 として遥船所の象徴となる
けれども，その悩能は今では時代遅

れではないかと思う。それは縦行が

主であって，淡行はガントリーの内

側即ち艦蕊の上だけであるからであ

諺。タワー・クレーンは其虚えゆく

。と磯蕊の上を全く覆う事が出來るほ

かに，舟睡の傍でクルクル廻わるか

ら，船蕊の雨側に賑く組立場をとり

此虚で組立てたものをその侭船蕊に
〃移L得‘るのである。これは近代蠅皆

魁建造法であるブロック式建造に持
って來いの利烈iである｡まだカント・
リー･クレーンほ全部が出来上らな

L,と使恥出来なし､し，その眼力なも
のは初度調辨喪がタヮーー。クレーン

に比し大である。これが衰朽して換
装を要する場合，船蕊が-時不可能
になるがrタワー°クレーンであれ

･クレーンの緬亙量は約450f)を動か

さなけれぽなならいから,電力を甚
だしく使ら峡黙がある◎であるから

これはレール上を餘・り走らせない方

がよい。

筆者は以上の様な事を綜合して,

今の時代ではタワー・クレーゾの方
を椎愛すくぎだと他く迄信じている

が次の如き挿話も認る。昭和’7年

'日立あ祁奈川識闇所の建設溌時’こ
上では造鵬猫渠が採用さｵﾙたのであ
るが，これにガントリー・クレーン

を装備するというので，その営時こ
ういう問題に隊を容れ得る位霞に居
た錐者は，前に述べた様な自説を主
張し頭から反對した。その時六角三
郎牡長はカントリー･クレーンを船
渠にクロスヮイズにつけるのだが如
何かと言われた。これには筆者も一
本参いわて未だ曾ってそれは考えた

事がなL,。スパンや何か繊髄きには
問題があると思うけれども面白い案
だからおやりになったらよいでしょ

うと答えた事があった。これは今後
共比較研究して見る側値があると思
う。

・遥船船渠の話が出たから序に呉の
造船船渠建造について述べよう。こ
れが建造された時には世界中に僅か
ドイツに，ケ所丈けこの種のものが

あったに過ぎない時代なのにも拘ら
ず，これを造る様になった大きな原
因の中には，その営時進水に用うる

－38－=二．

を4沢だけ堀5下げられたし，「大
和」迩皆のため嬉項を延長されたの‘
である。

將來を寛透して規模を定めるとい
う事は中々 難かしいものである。徒．
9･I1t保舞憾雨工廠のガントリー．クレ

ー．ﾝは,･職須賀の第3船罰こおった
ものをその更新の際二分して雨方
に別けたのであるが，舞鶴でほ躍逐
艦筵専門に麹鐙していたので，鋒b，．‘
高いものほ敷奉力謡い.との理由で折、‘
角の脚を切り低くLて据えられたの
である。虚が駆逐艦はその後次第に
大型になって来るし,カン'､ﾘー ぽ
高く出來ず,､後繼者は蝿鰭建造に
齢計な苦努を巻めさせられていたの
．であった。脚切りの失敗である。
タワー・クレー今ンが船墓に並び立

った最初は，鶴見の浅野鋤柵〔現、
日本鋼符鶴見謹船”であって大正
5年頃だったと思う。これは故寺野
結一先生の計謹であって，その當痔
大いに異彩を放ったものである。
船渠にタワー・クレーンをつけた

最初は機須賀工廠で巡洋戦艦榛名の
改装を行った時なのである。引き綾
いて臭.で霧島の改装が行われた際に
その第3船渠に装肺された。ともに
甲鐡を職み込むために必要として装
怖されたのであって，クレーンの大
きさ朧10～20砿である。これは昭
和3～4年の頃の話であるが，乾艦
渠としても極めて便利なので,､今で

1

、
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位差が30沢もあり愛砂罐は約4浬

もあるのである。この穆溌認は勿論

泣謹におったのであるが，建物のお

る虚から水際迄大凡'ん以上の勾配の

ある急傾斜であり，そこに適當I重鰡

塞をしつらくたのであった6比良の
進水M乱大正12年に行われだが,垂
事がﾃ錠より遅れたので，殆ん瞳鐙
減水期に進水をさせねばならなくな
った。さなきだにこの急勾配に附峨

加えて最減水期を迎えたのである鰯ざ
ら,水際に立って鑑を眺めると然虐00
沢も先きの方に船尾があり，拾も船
が山に登って居る様な感じがし準の

これについて煙筒釣り上げ中の安定
度や1”､を少し許り勘定し核討しで

、

見たが’少しも不要の黙がないので
この方法を採用する事とL許可を得

二

て賓行に移したのである。

その方法は煙筒の頭の方.40沢許
りを先づ工場内で仕上げ’これを現
場に持って行き基礎の上に据える。
家にこの煙筒の下部に鋼索を廻わ:し
て鉤掛をつくり,采きに煙筒の南側
に用意した2組のシーヤスのテーク
ル装置で煙筒を釣り上げる。一方煙
･筒の頭からは四方にカイを張り，こ
れにテークル装置をつけ置き，シー
ヤスで煙筒を釣り上げると同時にガ

弓

イを加減して’常に煙筒力韮直を保
つ様に余る。かくて釣り上げ光維で
煙筒に下部鋼材を手早く収付け，假
締をして基礎上に置き銭鋲を急いで

する。銭鋲力糖めぱまた煙筒を釣り
上げ－2下部鋼材を取り付ける事を繰
り返えすのである。虚で煙筒の重心
は常に割合に下の方にあるので，少
し位煙筒が傾いても童画鍾筒のペ

ースの外に出る事はなく，また少し

でも傾けば直ぐ．判るからガイを加減
して容易に匡正する事が出來たので

ある○た蟹注意する謀は，各テーク

ノ咳相互の蓮絲が場所の關係上悪るく
なるから，これには氣の利いたフオ
ニテマンを配置し置き，指揮者の號

令~r下一濟に釣り上げ作業をうまく，
やらせる事である。．

斯くて一人の怪我人もつくらず,．
面白い程工事が進渉して煙筒を立て
絡つたのであった。

揚子江での進水

犬正11年排水量300噸の河用砲
握比良及保津が,溌口の下流7浬の
北罵にあった楊1犠器職で組み立て
姥れた○之等の艦は三菱祁戸造船所
で先づ瞬睡を行い,解燈の上漢口
に輸詮さかたものであった｡場子江
のこの遜では瑠水期と城水期との水

塞二－39＝二一

は乾船渠にはタワー｡.クレーツを装
備するのが常識の様になって織っ
た。

現在タワー．クレーンの一番大き
，なものは，横須賀の新造船船渠に2

基据えた100睡の翠錦甑あるも典
・・である。これは甲鐵及罐職込用であ

って，この船渠では大和灘よりも
さらに大きな主力艦建造が考えられ
ていたのであった。

〃

鋼製煙筒組立法．

大正10年佐世艇廠で火力發電
所搬張工事があった際，バプコツグ
曾耐製の高さ200沢の鋼製厘筒を組
み立てた到励｡あった。その時は藤田
鮨釧少將が部長であって，船具
工場長を:やって居た筆者に組立方を
命ぜられたが，,犀我人を告-9人もつく
ってはいけない，よい方法を考えて
やれと言われただけであった。昔の
人は委しい説明や注意を與えず’よ
く,面白い命令を出されたもので’受
命者は意を膣しそれぞｵ'無い智慧を
絞ってその逹行に當つたものである。
この陸我人をつくってはいけないと
いう命令が煙筒の繩立澤の考案と
なったのであって,洗石は藤田部長
の命令だ孝二と後iこ至るまで大いに
感服している次龍である。
從來地上で煙筒を建てる場合は’

煙筒と同じ高さの足場を組むのが普
逼であったが,そうすれば瀧は高
L嘘で取付や鮫鐵の憐をやらなけ
ればならない｡虚がこれでは危険性
が伴い怪我人をつくる機會を與える
ので，何とか鍵た方法を考え出さな
けれぼならなくなったが誰者にはよ
い智懇が出ない。そこで工場に歸っ
て一騎営千の宮下八十八技手（後に
技師）石井安市工手にこれを謀った
のである。雨人は歸宅してから案を

練り，石井工手の發案宮下技手の援

毎助で煙筒を頭から組み立てる方法を

ものにして翌日持って来て呉れた。

で湯つた｡何しろこの巖に畠､急勾
配の虚で進水させる事については經

陰も無く心配であったので,モデル
によって質験して見た虚,水に飛び

込む瞬間の速力は16浬にも達した
のであった。この砲艦は全力で16浬
の輕轆造の船臘であるから,､後進1β
節で水中に飛び込んでは随分無理な，
衝躍を船臘に與えるであろうと慰念
された。～

‐■

丁度比良b進水より1ケ月許り前
に’60噸許りの小船を揚孑機器廠唇
卸したのを見たが,長い'/S張の勾配
の固定鑿を滑ぺつで行くので進水速
力も大であり，水際に飛び込むと同
時に水柱を高くあげ，その水柱の噸
に船が突っ込むので，恰も船を氷の
中に投げ込む様な感tがしたbであ
った。だがよくよく考えて見ると，
流速のある虚之船を卸すのであるか
ら，船を静かに卸すよりも船全瞳譲
念に拠り込む様にする方がpwayend
で船魁がこ観しる心配はなく安全に
卸ろし得るのではないか，寧ろこ唖
急勾配を特に選ぶ方が本溌ではない
かと思う様になった。た壁問題は船
尾に受ける爾準と，後甲板に落ちか
かる水柱の睡力に耐ゆ号罐猫挙
にあると知ったのである。そこ舎嘩&
良に對しては船尾と後甲板に艦内麦
柱を朧重に施す様にしたのである溌

’

’
、
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これほ全く普邇の進水蚕は考えるに
及ぼない事柄である。かくて固定臺

逹やほり%勾配として卸したのであ

ったｶﾐ，進水最大速力は蜜測したら

資驍邇b16浬であったけれども．釜

・く無事に卸す事が出來たのであつだ

庭で機器廠でやった小鋸の進水には

固定墓に獣脂を塗らず，た壁箪に油
警引いた丈けであったが，比良の場

合Vも勾配の固定臺とはいえ，獣脂を
塗ら廷いで卸ﾅ氣にはなれず，3粍
の厚きに塗ったのであった。その後
保津を卸した時にほ，比良の忽蟻か

しらこの様に厚くする必要ほないと考
へ，，｡5緬呈度に獣脂を薄くした吟
鉋ども差支えは濃かった。しかしこ

ソ

れも後で考えた事ではあるが,固走
墓と滑走墓の面力毅らかでありさえ
すれば，油丈けでもよかったのでは

ないかと思っている。

‘通水速度の計測方法は三菱の蒔田
、秀夫技師の發案で,琴スリットを一定
の位置に据え比良の橋を狙ってan‐

鶉鰯:雛裟窯溌
該恥の鑪面上の部分に小え．リッ‘卜を

あけ,その中で鉛筆を手早く前後さ
遅毎秒同‘じ灘丈け鑑面に害き込む様
にしたのであった｡この時簡線記入
にほ普通の一中國人工員を練習させ
て鴬でたのであったが，毎秒同じ数勺

，丈け級を引く橡になり.,進水の日で
も船に氣をとら射ず忠疫に線を引い
たから.，立派な進水速力曲線が出來

最大速力が"16浬であった事を確資
bの

"忙確められた。若しこれが普通の日
本人だったら，恐らくは滑る船に氣
をとられて手が疎かになった事であ
ろう。

．序に錫子繊繍蔽で經鹸した中罰人

の物の考え方の違う虚琴述べて見よ

．ｩ。そき“､船の建造を雨の多い時
蛎に行ったのであるが，能率を考慮

勉でエ場内でこれが組立をしたので

あ湯・庭が珊船とはいいながら，工

場の建物の柱の間からはとても出し

得られない大きさのもの看あったの
で’如何するであろうかと興味を以

て見て居たら，船が出來_f:つ巽學句
鐵製の柱1本を無遙作に切籔して船

を曳き出し,更に賠蕊迄曳いて行く
のに石遙の門柱が邪魔になったので

門柱1本を切りかき運び出した上，
工場の柱と門柱とを直ちに新らしく

建て直したので畠つた｡こういう様
なやり方は見れぽ何でもないが，技

術者がよ-く始めから採算の黙を考慮

し，建造物の一部菱壌わしで出ラマ様・

な計謎を立てる事は日本人には簡単

に考え付かないのであって,太いに
教へられたのであつ齢

塵搾室氣を使用した

東莱丸の引揚
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ろ1年間も放置されて居たので，抜
く時傾斜が零になるとガ士グーの根
本に大きな損傷を来たしわしないか

と懸念されたから,傾Lﾉた礎浮き湯
らせる事にした。それには室氣邊入
によって生ずる浮力の中心を,‘出来
るだけ熾鐘貫心の上に行く様に各唾・
劃c室氣？3腫劃に船磯をわけた）
えの室氣逢入鐙を加減しなけれぼな

らなかったのである｡そこで各唾劉
内の筌氣嘩力を讃むために間に合せ
的ではあったが，潜水用ホースを麗
劃丙に挿し込み壬の手元の-端え，
鈩はり潜水用のケーヂを取り付けた
各睡劃内へ邊氣した室氣のi鍛皀ﾛち
船鎧の．どの部分迄空氣が充滿して居
るかは,潮高の測定伽高尺を船の
傍に据え付けた).と讃まれるケーヂ
の墜力とによって直ちに到る様，藻．
め線圃等から青騨をしてグラフを引
い;て置いた。このグラフは職豊力麺
さまに15.傾いて居る郵伏と10.の
場合との2通りを作った。干滿の差
が30眼もあるので潮の烈しい時に
はその増減が膜に見える程であるか
ら，潮高力轆力に鋭敏に利いて来た
指揮所は唾搾室氣機械を臨時に据え
付けたロック・カッター船ｷに置き

罰|灘孟輔媒懸
並に機傾斜計の鍵化と睡力とグラフ

とを睨み合わせ乍ら，邊氣のコント
ロールをしたが豫定通り大なる無理
をガーダーに與えずに抜く事が出來
た。この唾bを見ながら遥氣する方
法は，後に軍繼日進が蝿ケ首で韓頼
これを浮揚させる際始めから計謹的
に應用されたが，職訓力診かつたの
で瀞軍所のケーヂ群は見るからに偉
観を呈した。

かくてカーダーの抜けた珊遥は，
ガーダーと舷側とで支えられて海底
‘に横たわったが,あとは普通の救難
作業でやる様に捲き起こしをしてア

（37頁につ蜜《〕酉

’

朝鮮總督府 所 有 の ギ ッ ケ

幾擬鴎風ツト6ドツレヂヤー

の爲，仁川の小月尾島沖で輕悪沈没

したのは大正7年の9月で誘った｡、

翌8年総噌府の依頼で救難の椛威者

諏訪小熊造船大佐-C後に少將）力覗

場調査に赴かれたが，其の後總簡府
の識算の關係上彌藤疫織督と加藤友
三郎海露大臣との間の話合で海軍で

救難する事となり，天下り的に諏訪
遼船大佐力詣揮官，筆者力詣銀官附

それに職須賀と佐世保の工職員で救
難隊を編成し9月に仁川に赴いた。

東莱丸は全く眞つ逆さ注に鱒覆し

バッケッ・トカーダーが海底に15爽

許りささり，左舷に約'5°傾いて居
た力職側は海底に鯛れず恰も菌が生
えて居る様な形であった。そうして

仁川は干滿の差が普通30沢あるの

で干潮には上甲板がハッチ迄顯われ

るが，滿潮時には船麗が全くかくれ
る有様であった。 。0

救難として最初仁しなければな艶

なかった事は,先ず鵬窪氣を船攪
丙に釜入してささって居るパケット

カーダーを銭く事であったが,何し

-40-
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ア メリカ船の電氣艤装
F0.2

電話装置と通信装冠用配電盤

枝野葵、
一

ﾌｫﾝ式等とも呼ばれ，船内‘凋這短距離の通信に用い･ 侭

'3.電話装置 られ;この邊受話器は出来るだげ雑溌なくず様に設計
グ．－

第7岡及び第8岡はま聴式の系統岡を示したのであるされて居り，邊話器同路と選澤同路と，呼出じｽをツチ
が,船舶に用いられる電話装置は共電式と無電池式とがと,手励の發電機よりなる｡即ち2本の邊受話器朔電線

．~…･"'－と，コンモンの呼出､し同路一本と，電話器と同歎の電湶

'

－，

●

、

q

が必要で．8ケ所用が諜鬮用いち寸し，第9岡にこの系統6
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大きな船になると，二つの群に分ける方式が用いられ．＠ 、S7ATUON, f7ATqOPdz

o－群は甲板用，他の一群は機開室用に分けられ‘機關室．錐罰岡．．

．用のものは全部の電話器に接徽される。即ち舵綾室，機
A"尾ﾉF"汁笹C切匹,S~TA･ISTAZSTA､3S7洲.4 面面一二一坐一一一.子犬wf=二・一_座学",畦-2＞，‐一一、‐ワ1串、TF画士肩稚風へ釘

グ

a

關長室，及び船橋に接談されている。しかし甲板期のも
・のは船橋と船長室及び操舵室，舵機室,後部操舵室，無
’線室,､船首見張所等の全部の居室に接纐されている。竜
‘この電話器には壁掛型,卓上型及び｡k防形無ﾇk防形等
が設計されている。．‘ 〆＃噴

4．電氣式テレグラフ
（2）エンヂン°テレグラフ

エンヂﾝ･ﾃGﾚグﾗフ(engineordeiftelegrEgh,可=
E"m)による命令は航海船橋より機械室に縛達され，船

Ｃ
毎
に
Ｍ
脳
胴
害

ロ
ー
Ⅱ
１
．
－

＝

鰯
“77笘刃γ

蚤ノ

〃 第8岡亀迄嘩皿ﾉ‘一つ、~pwmj｡"凋回T"李ソ…沙一・~‘…=~認~’'，函
善一橋のものも機械室のものも文字板は同じに番かれ,･セル

南&､られ,共電式には艦の種類により四ケ所用,六景所：シン｡ﾓー輿‐が用いら,れ,I.C.配篭倦より供給される
用等が用いられ，これ等共電式に恥､られる電源は篭動交流120Vにより働き主要部は邊信器と受信器とが一つ
發電磯か,蓄電池が用いられ,電睡は12Vから20Vで‐の器に納められ筵居り，時には雛室にも装附される事も
陸上用に用いるものと原理は同じで,電源装置は通常,､cある。第10岡は此の系統剛を示す。．、

（2）ラダ癖一ァ￥グル・インディケータ－－Kinteriorcommunication)室に置かれる。、

無電池式(soundpoweredtClephone)は永久磁石とこれはセルシン。モーターを用い，舵の位置を速額的
可動線輪により雷滕を傳えるのであって，この装置は可に操舵器及びその他必要な場所に指示させるもので，こ
動線輪マイクロフォン式，或はダイナミック。マイクロの發信器は船のラダー。顎スト(rudderP6sDの近くに，

､
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“
，第11圖

、

あった場合，すみやか虐應急用發電機‘

から供給出來るように自動開閉器が装
一 f

備してあって，懸念用に切りかえら．れ
た癖には窪ルが鳴る様に･してある。忠

一L主發憩幾が3相の440Vの場合は一

・組の塗唾鶉を用い，3f印20Vに落し
,配遜農より交流120､Vの蝿に電力を
、供給する。画充120V(3:,交流3相の

プ気(bus)から霊､埴流發職幾に導き

この電動發電嬢を迩鱒させて直流を發
生させる｡｡I.C・鐙避には騨相120Vを
必要とする慰のもあるがこの場合は，
3相の間に等分に負荷を分譜させる様

・にｵ謡する｡、鐘，

この接線獺に用いる需醗良は2心か3

心かが多く用いられ,電線の導腱の茨
さは9,000C.M""g4.4nimg)以上の事

〆ほ殆んどない。‘電線を切る前にはｼ縮
繊が皇好であるか，･途中で切れている
様な蔓IFは籏､､か等を試験してから適議
な長さに.切徴し濯げればならない。切
った電線には間運ない様に荷札をつけ

電線は最も都合のよい所を考えて敷設
、し，通常な支持金物で支える。充分に

考えて計霊し，敷設すれば綺麗な仕事
一が出來る。電線の鎧装は電線を支える
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装備し,第11園のように溌成的に連結させ,舵の遁助

を謹信機に傳える様にし,受信器は鰄室に郷#され，
交流皿5Vで作動十る｡第12圖に示虐允系統個の様に
照明灯には照度調整器(dimmingrheostaDを期､照度
毒加減出來るようにしてある。
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船内通信装置用配電盤
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1 ．配電盤

I.C.頚量ほずべてI.C.配電盤より配電され,第13圖
に示した結線間のように，種華の電氣が供給される。こ
の配睡溌の主ブィーダー(mainfeeder)は船内の主發
蹴篭及び懸念用發翻幾に結ばれ，主發電機に何か事故が
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ゴー

は絶縁ワニスを充分に塗布して置かなければならない。
これ等の電綴はスキッチの別毎に，聯糸で一括して毒と
め，スヰシチに入る所で一本づつ分け，第14園のよ風→
に画鋤する｡､

零職には端子金物をつけ，相及Z脚園生を充分に注意Lも一
■少■｡｡ず

吉岡にしたがい,間逮LLのなL職に結線する｡"端手鋤T
僻､ソ郷I･けuないのが普通に用いMLている。,率ン蚕一
上げしない端手金物は我國では殆んど淵いていずか端罪
金物をハンダ付けして端子にナット締めするのが普邇壱
ある。・

翫礎罐に入没電線は子ぺて銘板をつけ，スヰッチの通
くにはより小さな鋳阪をつける。この悪製につける鋤霞一
にはブイ庁グーの識渡，より小さい労の鋳板には同鰐を
標示する。例え感F､,F.F.と標示してあるいは火，謹

一f

報鐙壷(fireplarmysteln)の(+)極はF･,G劃鍵催
F.F.,IbC.配電盤に入る謡胤の太さは細いもの'･残参画

線が恥､られるからうまく計謹しないときｵtﾉいな工識聡
出來ない。

、これ等の多't線の心線の中には識備を匿いで置き，線

錨まﾃー ブを巻き安全に趣：して置く。利用しない端子
には全部ナットを掛けて澄く。船は瀝助があるから，こ

れ等すべての電線は悪氣的に完至に“ず-るという事が
特に重謹なので，すべての端子にはロック．、ワッシャ
(1oCkwaSher)をかげる必要がある。一 ●

ｰ

I20VA.C・BUS3〔P
一 一－
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守
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山
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第13回〃・

バンドから配電盤に引き込む所でむき，鎧装のむかれた

題線はブリクシヨゾ・テープ(frictiontaPb)を巻き，
スヰッチに入る所で電線の絶縁物を全部取り導禮だけに

する。この船内通信用ケーブルに通す電流の爾墜は低い
から，鎧装をむいてから巻くフリクシヨン，テープは一
層も巻けば充分である。フリクシヨンテープを巻いた後

2．電話用接續箱

接綴獺の接綴方法ほ電詞荊のものを除I･1ては配遜農の

方法とすこしも＃､わる所はないが,電話同路に用いる電
線はI．c・装置に＃|jいる多心腺と異なるためその接識方も
法も幾分異なる6

－電話用の誕溌は，導燈が細く2エナメルカミ塗布してあ
‘b，各鋤§撚り合せてあり，5對,10對,20對,40對電
線等々 がある。この様に導魁を撚り合すのは誘導をすぐ
なくするため》即ち哨鱈をすぐなくする目的である。こ
れ等の導濫は細いから溌錦虚理塗する場合ナイフできず
をつける事のな､様に充分の注意が必要で,緋‘電話用電線
･は接繊纈の中で糸でしっかり結んで遥かなければならな
い｡これは猿1Mこより聯幼靭れるのを防ぐ勅げとなる。1ー

電話朋接縦繍は--群の電話の中心に通､所に装#け
る。例えば磯械室の20對に接談線iを装脆した場合緯，
電話用配電盤から直接20對ケーブルをとの接糠綱逗副
き込む。5つの認話器が穣械室にあるとすると，1鋤ケ
ーブル5本がこの接識↑iから各電話器に引かれ,10饗ケ
ーブル侭'0對ケーブルがﾕ0ヶ研に酉融される中心i鐡墨
に･IO對州の接鋳間を装肺し,獲り5對は織備:しで庭

、

’
争

に･IO對filの接鋳間を装伽し,残り.、封はjWmとしてつ
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理 し て置く.。’一

．どの接繍筒に引き込むケーブルもj他の端で電卿洗

宅鯖麓雲丹鰯鷺競龍鰯欝
．と評ま導鍵に宮ず等をつけない様注意が必要である。鎧
装をむいてから鐵澄の縮織物をむ:くまでの長さは通常長

一くでV2吋である。切ってギザギ諏雪になった鎧装の切り口
から絶織物Zgl二一ぱいﾃ.-今を巻き,,端子にうまく接絞
出来る様考えなければならない｡･一つの例を取って見る
と’如對の電話用接綾箱に引き込むケーブルは，箱内約
25吋と考え．切ってよい。第15岡参照。．
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琵話用端子鋤’は詞固に従って型番をｽ五,雷綴が細
すぎて型番が入れられない時憾小さなバンドをかけて記
銘する。・

負赫側の端子はハ耳ダ付けする場合があるが，この場
・合華淵妾溌罐する前に負荷側の端子金物は手奮りしだい
にハンダ付けをし，それ謬終ったら間連ない様に師端で
堂って見て,間遠のない難を碓めてからケーブルにマー
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3.1｡C・接績箱 多心線は綿編組のものがあり，この識豊に端子金物をつ
ける竣洽，綿が『､たむので幅のせまい'ブリクション。テ

この謹絞箱の接絞法ぽ電話用のもので述べた方法と同一・′〔37頁につ葺く〕
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事があるが，外観上見ずぽらしい煉という事になってしまうのであるｩ’
瓦謹りの紡績工場が彩光や交通等の家を立てるにも船を造るにも，もし
こまかい黙で壯麗な鐡骨窪りめ飛行註交者が｢安く造ってくれ給え」と
楼工場に比べてはるかによく串來て註文したらどうなるであろうか？
いる事を痛感したのは筆者だけであ抜けるだけ手琴ぬいて，なる程支沸
ろうか。荒波にもまれ育った産業に．金銅哉少くなるかも知れないが，す
は，人の目につかぬ所にいい知ｵTJぬぐ・に改遥や修繕が必要匿なり，結局
味わいのあるものだという事を知り高いも･のにたってしまうのであるっ・
日本の素行機工業が外は壯麗な威容‐こんなものは義理にも「安い｣-どほつ

を誇っても，まだこういう小さな虚．いえないのである｡｢安い」という事
､で紡績工場の赤煉瓦に及ばぬ虚があ瞳は金額が低いという事ではなくて，・
る事を知ったのである。その代償と利用憤値との比氷低いと曽f‐

日本の重工業は今から荒波に艫．いう事なのである。この意味で日奉
れて，今迄氣付かなかった不合理なはまだ安心､艦を輩二｝た事がなく，安
穀を修正し,施設に於ても人的識昌い艦を造るのにほどう寸言れぽを､､力。
に於ても,Lつかりした基礎をうちわからないという方が本常かも知れ
立てて行かなけれぽならないで塗．ない。
ろ。こめ 意味で筆者は良い船を造る事

置場が日本綱鋳再建のテコとして‐は尋さしいが,舜柵を蓋ることば
デビューして來た時,多くの人は日はるかにむづかしい事で，これから

本の工業力署の粗製溢豊におぢいる安くて良い船を造って行かねぽなら
事を懸念し，或は立ちおくれた日本ぬ日本の謹錨界力丸餌かに茨の路を歩
の技術が世界の最近のレベルに達しまなけれぽならぬかという事を蕊う
得るがどうかを危んだ。然しこ‘と造のである。
船に開する限りよい船を造る事はさ‐まい船を造ると解う事ほ，軍にI
して困難な事ではな､も過去に於て技術者の力で出來るものではなく，
日本の造船の實績は,｢船の科學」5’工場の努力で達嘩されるものでは
月號で古武氏が指摘している様に最ない｡安く物が出來るためにぼその
高の水準に達したのであり，その後様なboundaryconditionが蕊わな
がスターピンの出現等の技術的エポければならないず多分に政治的方謹
ツクがあったにもか当わらず，その味をもつものであり，‐一般応上會の
水準に毒ｻーるのはさして困難ではなlevelの向上を伴わなければならぬ
奄､であろうと考えられるからであるからである。虚永この政治的,赴會、
いやむしろ網本の造船界によい船を的の.1evelが必ずしもよいとは…
造り得る技術者侭くさる程いるといにもいえないからである。献會人，、。T

って､差支えないであろう。然し安特に政治家や行政家が生産という事
く船を造るという鮎に關しては,温’に鋤騨の少t,事;世界の女明國にそ
室育ちの日本の重工業は全く無力での例を見ない。それ故に過去の日本
、あり，はるか･1M界の水準から立ちおの製品がsocialdamnpingといわれ
くれており，これに追いつくにはど低賃銀により勢脳搾収の結果だと非、

● D

うず計Lぱよいかという方向すら定か難されるのである。然しこの様な事

でない有様である。それだからこそは再び許されるべくもないのは自明
少し澤山船を捲ろうとすると2次のの理であり，過去の形の維で謹齊的

職標船の様なも､のになってしまい，，に發展し上うとすれば，そこに再び
、

、「菱く」という事力喧ちに｢悪い」戦争の危険が伏在する事を自錨し嘩

甦－－45－
GJ

タ

＝

・1.･よいものと安いもの

經濟9原則と軍一爲替レートの決

定は日本の工業界をいや應なしに世．

界の荒波の中につき落そうとしてい

る。しかじ我々技術者はこの運命を
、

悲しむことは許されない。それは日

本の宿命的なコースだからである。
○

寵'夫世界大戦を契駿とLて勃興し
たわが國の工業，特に軍工業は國家

の保護というスクリーンによって世

界の荒波かも守られ，日本という限

られた温室の内で發育して來た}ﾐ過

ぎない。需要の多くは國丙及び日本

の國家權力の及ぶ範園であって，紡

・綾やその他2,3の輕工業を除いて眞

に列國の製品と角逐をした經験がな

い。それが今度こそは好むと好まざ、

るとにか上わらず，國ﾀ怖場のみな

らず國内市場に於てすら外國の製品、

と鼓季しなければならなくなる。そ

こには國家の保謹もなく，國丙製品

だから#というハンデイキヤッフ・も期

待出來ない。品質と値絡だけ力破自
らを守る武器なの竃あって，との2
黙に於て敗れるならば日本の工業の
塞灌は根本的に崩ｵ怯緬華らで．あ．
石。、

温菫清ちの工業－－という‘批評が’

日本の重工議の上に許されるならば
一は，早くから･iu間の荒波の中で

もまれて來た産業に比べて如何に甘く

い･ものであるか。多くの人はその黙

に氣付ぃ七いな､職であるが,これ
は重大な問題である。戦争中飛行機

，工業に鱒換した紡織工場を見學いた
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一語の科學一

け乳Lぱならないので浅〉るら
生産段階では波動力撮少にたるようきらきれている。われわれの企業が
協力して努力しなければならな‘,｡．多くはこのunbalanceに‘職まされて

伊

2．．ContimnousFIOwb

例えば我冬の日常生活でよく經陰いない奉ろうか｡特に遥船所に於て
然らば合理的に良い船を安く造るする禄に主食の配給がある時は米ぱこの､"balarceが甚しい。戦時中の
のにはどう一読れぱよL,か？それにかり,ある時は粉ばかりで’これを甚しい施設擬握に比べて今の資材や

．．侭茄t會全燈のefficiepeyが高くなzI増してー様に配給して呉れたらと鋒金はあまりに乏しい。
る事が不可餓季あるが,その方策をいうのほいつわらざる世間の漉で餘剰な部分を切りすてようにも賠
詳論する事は避けよう｡･ただ一つ指ある｡何とかこれをContinuoUsな償や失業の障壁があって思う様に行
鏑したい事“吐會も生産も一つ《Zし流れにする方法はな山､も‘づだろうかかなかつた。この鮎今度賠償の取立
読誕であり，流麗力學の原則あ明示。當局の人々に云わせれば夫』々止むを中止が決定された事は何よりも明る
する様にlOssminimumの流れは・得ない事備がある事であろうが,そいdet瓢である。施設そのもの力鞭
彗蕊競皇墓霞芸麗睾濁萱愛雲二塁藤準難競鷺塁鍋鞭
ある。あらゆる工場に於て,作業や響はたとえ－軒一軒の家庭では少くていたきづなの--手つがときはなたれ
菱*挿§Continuousに流れて，そこても@,これを總計すれば漠大なもの‘たのがより大きな收塗であるといえに不逵譲のない難力瀧率を高める根となろう。この両者をソロバンをはよう。過大な施設ほ決して能率のよ
禾條件であ．る｡ところが戦割遡來,｡､じいてもつと大きなsociaiOfficie.いものではなL,｡特に造船の様な童
この瀧れ力萢めて不安定であって'nWの見地からどうすべきかという‐量物運搬蜜が大きな比率を占める企しばしばはげしい断綾が起り,時に事をもつと智惠詮しぼって研究すべ業に於て特にさうである｡味男總身維混織的なv61texさえ起っているqきではないだろうか｡更にいろいろに智恵がまわりかね」という様に施識ｵや賓金の不足している現在の日‘な政治的な制約や割擦がcontix血qls語ばかり大きくてもこれをfullに
本で，このvoltexを全然無くしよflM･をはばんでいる事はな“だろ動かすだけの能力をもたぬ工場は結・うという事は無理である事は朗らかうか。continuousflowをはばむも．局施設をもて齢すばかりでなく，施であり,．且，自由經濟の時代に於ての‘これを見出して一つ一つ除去し，設にふり･まわされてしまう。ナギナ
か上るvoltex力雑無であったといて行くの力鞠一の條件ではなし､であタは辨慶がもってこそ有力な武器なうのではない｡流瞳力學にいうCOnpろう二か。工場に於ても資材常資金がので，牛若丸はやはり身軽な方が狸
:tinuOusflow力噸念的なものであ政府の豫算や政治接魎のためにおく・いのである。:この意味で堀氏が「船

一る橡に,践際の赴禽に於てもその流れたり，かた霧つたりして'國家のの科學｣に於てのべている造船に於
燕が補仁Continousであるという事colhtinuousflOwを妨げていないで’ける遥壷方法は非常に大きな慈味を
“縫迩懇に過ぎない。しかし經濟に弾あろうか｡たとえば黄材の割當證明もっている｡今の炊勢に於て戦時中
玄の塗る場合侭，1ケ所におこった書にしても,各四当膓期毎に發行されの嫌なxnassproductionはあり得な迦澗が幾多の弾力ある關門で調整さ各令有敷期限があるため黄金が時期いかも知ｵ唾い力;，その根本思想た
‐珈紗最維の段階即鐘際仕事をするエ・的に集中し，工場の經誉を困難ならる；錘の集約的使"1という思想は深
・員の所ではかなり℃Otinuousになつ．しめ過大な蓮郷資金を必要としてい‐く味わわれなければならない。趣理’
ていたのである｡それが今では經濟る｡大企業でばとも角,伽蝶で匝iでは種々の間蝿あろうが,思い

．に弾ヅｺがないために，政策や溌算のほかなり大きな問題なのである｡．切ってとるべきは取り；棄てるべき
漢痩による波力荊等dampされる事contmuousfIo荷少しでも獺しを．‘はすてて,工場のbalanceを侭lるべ

．なく,場合によってはかえって増輻、なだらかにするためにみんなが智患きである｡施設をなほすことを億劫
割Lて媛絡段階をゆり動かす有様なをしぼる餘地はないであろうか。．がってはならない。のみならず施設の零ある。このために賎大のmass
を右する最終蝿が安定せず,その を時々の状勢に雁じで鍵更し得る禄、

3.Unbalance賑職や能力が必要であろう｡cbmF
．.損失㈱けだし計るべからざるもの力;highSpeedの機械は何よりba-Pactな工場，がっちりとした充変

■

あ聡る。安く船を鐙るためには政治的lanceが犬似rである。耐蜜は-ぷつのした工場とずる顎はcostを下げる
にも經醤的にもこの波動を最少としrotatmgmachineであるdbalance重大要素である。設備蚕金といえば
且,政治,行政,經誉の各段階でこ力悪ければ麺jjするばかりでeffiCi-直ちに濡鋪の披張が考えられ,大き
‐の波動を少しでも雌して,最綾のenCyは上らず,たえず磁貫の危険に注養材の裏付けが必要である様に考

’

餘剰な部分を切りすてよ･うにも賠
償や失業の障壁があって思う様に行
かなかった。この職今度賠償の取立
中止が決定された事は何よりも明る
L,det剤である。施設そのもの力鞭
り去られる蕊よりも，企業を制約し ’

’ I。
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企業を巧に蕊使する事も出來るであ
ろうが，多くの人間は過去の經瀝庭
左右される事は止むを得ないのjで,、

機械工場で育った人が突然化駐場′
のti難をやろうといっても鱸里であ
る。昔から米屋は米野~丁稚か↓らぅ‐

魚屋は魚屋の番頭がなっているのは

經誉考がやはり過去の具､年月の間
に夫々の企業のieqmique惹鐙得L，
ていたからである。多角窪営大いに

行うべし，但し自己の能力の限度を
わぎまえないと主たる圭産が大きな
COSt|を生ずる6一般に科學的な教義

に乏しい白木の經誉者が一考すべき
問題である。

、残材利用工程に於て重要な事は

scraPの分類である｡多量生産にな
っていない造船工業では船殻工場ゐ
一部を除いては，生ずるscrapにい

ろいろなものがあり,この分類が悪

いと利材製品のCOStが高くなった

り品質が悪くなったりして結局他か・

ら買う方が安く起る｡棒賊工場で鍋
屑，鐸物屑，銅合金屑と露陰して漣

に混肴しない様にする事は戟箏中か

らやかましくいわれていたけ乱しど'

本営にうまく麹里されている工場は・

稀である。船殻工場にしても妃rOll

してbafとすべき榊}WaSher･､

nutを打ちぬくべき材料，熔解して

鑑鋼材料とすべきものと整然と分類

されている虚は稀である。然も整理

する事に多くの經蜜を要するので，

この黙に更に新らしい工夫を必要と

する。工場のscrapを鐵物材料にす

るにしてさえ，職伏の不整が運殿や

職遙に非常な障害となり,結局利謄

製品のcostを高める事は，利材工

場を併業する者の常に經職する虚で

ある｡､現在の日本はこんな虚にさえ
新らしいideaと濁創力とを必要と

塩協繍孟懸灘禁
れは良い船を安く造るために必須な

條件の一つであろう。

efficien可の向上は考えられないか

らである｡-繧率規榊ま十分に稔討さ
れ，特に材料の規絡や有效な利用に

關して-暦の注意が排われたけれぽ
ならない。･これは半面中小工業の設

言補助の不足を補う上に大きな影響
をもつものであるから造艦協會の技

1剛政治的活躍を期して止まない。
職争中一時宣博された利材工場の

問睡がある。コール浜一ルの分溜推
鐵の値段巻引下げた様に，生産の工
程に生ずる残剰灌屑や副生成物を巧
に加土じて製品侭値を生ぎしぬる事

は製品の.COStの切下げに非常に大
きな影響がある。･rr"からnut､¥

waSherを造り，更にsnfipからbar
をrollツーるという事は材料のeffi-
ciencyを向上させる上に是非行わ

なけれぽならない事である｡この問
題は多面經管の限界を橇討すべき好

個の命題である。簿物工場と赫跡此工

場どを同時に經誉して機械工場ぱ安

便な職を得,機賊から生じた削屑
を再び鋳物の材料に使うのは普通に

行われる事であるが，製材工場が木
材の乾溜作業を同時に行う事は稀で

ある。理論的には一つの企業の工程

で生ずる非生産品を，更にｶﾛﾆして

利用し，或は侭値のある商品たらし

める事がCOst差切下げるのに有效
である事は勿論であるが，寅際には

種々 の困難を生ずる。その利材の工

程の難易，利材の工程の種類と主工
程との關聯性とがその能否を決定す
るであろう。鋳物工場と機賊工場と

を同時に經誉する事は，外見上工提

が非常に塁っているけれども現代の

技術教育ではひとしく機賊工學の分

野に於て行われているからこの佛業

は困難ではないが，製抜lエ場が生じ
、

た鋸屑を輯留して木タールと木酷酸

をとる識は二つの工程が異る識謹系
統に闘するために蜜行される事が少
いのである，非常に旗い智識を有す

る經醤者であれば，全く異る系統の

．．－好一b・‐タ

えちｵT鵬であるが，目下の状勢とし
てはcompacttbalanceのよい施
殼が必要なのでばあるまいか。設備
をこれだけふやせば生産がこれだけ
上るというのが今迄の机上計謹の定
頭であったが，今必要なことは施設
をこれだけ直せばcOStがこｵしだけ
下るとLきうことなのである。官臆も
この職を十分認識して単なる設備砿
充より催先に融資する様な方針が決
定されなければならないのである。

4．賓材のEfficiency7.

今まで能率といえば工数の節約が
先ず考えられていた。だから能率の

．：向上といえば即ち手を抜く事『であり
g1lも粗悪な船を造る事であった｡然
し工数の節約も重要な事事であるが

、日本の卵伏からいえば材料のeffici-
,en"が苓數のefficien"X.b先行
しなければならないと信ずる。材料
・の.efficieucyには先ず適切な設計が

必要である。この黙今迄のauthority,
の技術に信頼するものであるが，特
にかつて海軍が經鹸した幾つかの失

●

敗を，むだにしないような考慮が郷
われているであろうか。四縄象事件
の如き，.大鯨，最上級で經蕊した熔・
、接の残留應力等のdataを失いたく
ないと思､う。更に補職や艤装品，機
，畷部品等にまだまだ考慮すべき設計
が多し§のを認めなければならない。

これらは謹鉛所外の下課江場や-殻
の中小工業で造られる場合が多く，

これらのヌニカーの設計能力がまだ
まだ-ﾔ分でない事を示している。

‐鎧船所は船主と下請業者との間に

立って，その指導についてもつと熱
心でなければならないのではあるま
、､か。それと共に標準挽絡の適用が
まだまだ不十分であるばかりでなく
、かえって蝉iよ．り逆行したかの感さ〆

えあるのはどうした事であろうか。
規絡の制定と規格に従う事が多量生
･壷えの第一歩であり，これなくして

、
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ダセト電氣熔櫻棒
a本油脂 株 式 會 社

本社¥・東京都中央匡臼木椿通一’九（白水展ビル）
支店・大同艮市北逼絹注町四六（堂上･’し）
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